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Kazuo 　TANAKA

　前報の 双翅 目の 科の 検索表 （本誌 22巻 2 号，2000 ）の 続編 と して ，双 翅目の 主な屋内害虫の 同定法を

取 り扱 っ た．屋内害虫 として の双翅 目の 昆虫 は ， 現在の 日本で は，混入異物と して の 害虫 の 場合が最 も多

い ， そ の 代 表的な もの は セ ス ジ ユ ス リカ で ， い わ ゆ る開発が
一般的な環境汚染の

一
つ と して 河川の 汚濁

を招 き， こ の 種 の 発生最適条件を満たす よ うな河川が全国に現れ ， 至 る所で こ の 種 の 大発生 が見 られ る

よ う に な っ た，電 灯に 強 く誘引 さ れ る た め
， 屋 内に 飛び 込 ん で くる機会が甚だ 多 い ．典型的な屋内害虫に

は 貯蔵食品害虫が あ る． こ れ に は特定の貯蔵食品を害する特定の種類が あ る の が普通 で ， 甲虫類や ガ類

に そ の よ うな もの が 多 い が双翅類に はあまりな い， また， 建材や家具 な ど の 狭 い 意 味 の 家屋害虫 も殆 ど

な い，

　双翅類 の 害虫で は， マ ラ リア な どの 病気を媒介する衛生害虫が甚だ多く， 世界的に は 混入害虫な ど と

は比較 に な ら な い 重 要な もの で あ る．衛生害虫は熱帯地方 に多 い ．自然 環境が温和 で ，昆虫媒介性 の 疾病

が 比較的少な い 日本で ，屋内と い うこ とに な る と，そ の 種類 は か な り限 られ た もの とな る．日本で 代表的

な衛生害虫は，簡単に言 えばカ とハ エ で ある．第 2 次大戦後 の 暫 くは カ もハ エ も極め て 多か っ た．高度成

長期に入 っ て ， 開発 の 進展，水 田 の 減少 ， 化学肥料の 普及，殺虫剤 の 多用，環境衛生思想 と ゴ ミ処理行政

の 進歩，水洗便所 の 普及 ， 等 々 で カ もハ エ も激減した．しか し，大規模養鶏場 廃棄物投棄場等，以前は

なか っ た所で ，特定の種が大発生す る事例が 増えた，地 球温 暖化も熱帯性 の もの が 多 い 衛生害虫に と っ

て 有利な条件で あ っ て，最近 の ヒ ト ス ジ シ マ カ の北 へ の 分布圏拡大 も，そ の
一

つ で あ ろ う．今後発生する

か も しれ な い 新 たな事態 に備え て ，こ れ ら衛生害虫に 対処 す る知識と技術 を持 っ て お く意義は少 し も

減 っ て い な い，

　本編 で 示 し た 検索表や 解説は， 昆虫学の 専門的な素養 の な い 人に は ， 少 々 難 しい と思われ る か も しれ

な い ． しか し，昆虫の 同定 とは本来易 しい もの で はな く， 特に 双 翅類 は他の 昆 虫類に 比 し難 し く，また ，

死ん で 乾燥す る と著し く収縮 して 細部が 見難 くな り，
一

層難 しさが増す．また，PCO 業者の 場合な ど，完

全な 標本を見る場合は t む しろ少な い．同定 は，苦労 し努力 し経験を積ん で ， 段々 分か っ て くる もの で あ

る．普段か らい ろ い ろ な昆虫類を採集 し，完全な標本を製作 し，同定分類 して コ レ ク シ ョ ン を作 っ て お く

の が 良 い ． こ の よ う に し て 目を肥や して お く こ とが重 要で あ り， 不完全な標本で も判断 で きる よ う に な

る．い わ ゆ る昆 虫採集 の 重要性は こ うい う所に もある，

　本稿 の た め に図 の 使用を快諾 さ れ た後藤忠男，北岡茂男，篠永　哲， 山本　優の諸博士 に 深甚の 謝意を

表する もの で あ る．

11
本稿 の 図の 出典 は，そ れ ぞ れ の 図 に 示 した．な に も 書い て な い もの は筆者 〔田 中） の 原図で あ る．
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［1］ チ ョ ウ バ エ 科

　こ の 科で 屋内害虫と して 特に 問題に な る の は， ホ シ チ ョ ウ バ エ とオ オ チ ョ ウバ エ の 2 種 で ある．浄化

槽で 大量に発生す る の は通常前者で
， 便所 に多 い 大型種 は大抵後者で あ る．

　両種 は い ずれ もチ ョ ウ バ エ 亜科 に属 し， 汎世界的に分布す る． 両者に 共通の 形態的特徴は次の とお り

で あ る．

　成虫 ：複眼上 部は複眼橋 と な っ て内方に伸び て い るが，左右が中央で 接す る こ と は な い．触角鞭節 の 各

節は ， 基部が 球状で
， 先端部は細い 円筒状で ある．翅は幅広 く， 翅脈 R5 は 丁度翅端 の 尖 っ たと こ ろ で終

わ る．翅脈 の み に 毛があ り，翅膜に は毛 も鱗片 もな い ．

　幼虫 ： 頭蓋 は完全で露 出 し，前胸 の 中に 引 き込 まれ る こ と はな い ．胸腹部は 円筒形，胸部 の 3 節 と腹部

第 1節 は そ れぞれ前後 の 2 節に分かれ，腹部第 2〜7 節 は そ れぞれ 3 節 に分か れ る．各分節 の 境界線 は や

や不明瞭である．腹部第 8〜10 節は融合 して 1 節とな り，背面に後方に 伸び る呼吸管を備え る．擬脚は

な い．呼吸様式は双気門式で ，前気門 は前胸の 小突起 の 先に 付 き，後気門 は腹部末端の呼吸管の 先に 開

く．

　 1． ホ シ チ ョ ウ バ エ Psgchoda （Tinea「ia）　alte 「nata

　成虫 ： 翅長 1．2〜2．31nm ．触角鞭節は 13 節か らな り，末端 の 3 節 は球形 で 先端の 円筒状部を欠 き，互

い に癒合する。末端節 は亜端節よ り小さ く， 亜端節 もそ の 前の 節よ り小さ い ．各鞭節 の球状部 と円筒状部
は大体同長で ．基方 の 節 ほ ど円筒状部が短 くな る，鞭節各節 に ある透明 の 感覚突起は基部で 3 分岐する．

翅脈 R3 と M2 の 基部は ， それぞ れ R2 と Ml と接合 して お り， 基部が消失 して分岐点で切れ る こ とはな

い．翅脈末端部 に 6〜9 個 の 黒斑 が あ る が
， 大 きさ ， 濃度に も変異があ る．

　幼虫 ：老熟幼虫の 体長 6〜8mm 頭部 と呼吸管 は黒褐色，胸腹部は汚灰 白色，頭部 は長さ よ りもや や 幅

広 い ．腹部第 6〜7 節 は背面に それぞれ 3 個の 硬皮板 を持 っ ．第 5 節も非常に 小さ い硬皮板を備え る こ と

が あ る．胸腹部各節 は そ れぞれ背面と腹面 に若干 の 短刺毛を備え る，

　
ホ シ チ ョ ウ バ エ の ほか に ， こ の 属で 下水溝な どに発生 し人為環境に 多 い 種が若干 あ る．こ れ ら は

， まだ

よ く研究 さ れ て い な い が ， 屋内で 見っ か る小型 で 淡色 の チ ョ ウ バ エ を， 簡単に ホ シ チ ョ ウ バ エ と決め っ

けて しまわず に ，上記の 諸特徴 を確認する必 要があ る．

　 2． オ オチ ョ ウ バ エ （オオ ケ チ ョ ウバ エ ） Tetmatoscopus （etogmia ）atbipunctatus

　成虫 ： 翅長 2．6〜4．1mm ．触角鞭節は 14 節 ， 末端節まで す べ て 円筒状部を持ち，末端節 は亜端節 と同

大 で あ る．各鞭節の 円筒状部は球状部よ りも長 い．感覚突起は♂ で は 2 分岐，♀ で は単条．翅脈 R2 ＋ s の

基点は R5 の基部よ りも基方に あ る．　 R2 と R3 の 分岐点 は Ml と M 、 の 分岐点よ りも先端寄 りに あり，両
分岐点 と もCuA の 末端よ り基部寄 りに ある．翅 は全体に暗色で ，8 個 の 白色紋が各翅脈末端 に あ り ， 翅
の 基半部 に も白色紋があ る，

　幼虫 ： 老熟幼虫 の 体長 8〜 10mm ．胸腹部 は褐色，頭部，胸腹部背面 の 硬皮板及 び呼吸管は黒褐色 胸

部 の 3 節 と腹部第 1 節は そ れ ぞれ 二 っ の ，腹部第 2〜7節 はそ れぞれ三 つ （合計 26）の硬皮板を背面に 具
え る．側面 と腹面に も小さな硬皮板が あり，腹面の もの は，よ り小 さ い ．背側腹の 各硬皮板に生ず る刺毛
は やや長 い ．
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　 　 　 　 　 　 　 複眼 橋

　　 ♀頭部正面
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（刺毛は 省い て あ る）
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第4 令幼 虫．　 上 ：背面 （Quate　i955） 下 ：側 面 （J。hannsen　1934 ）

　　 第 4 令 幼 虫，倶彗面 　（Johannsen 　l　934）
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［2］ 力 科
＊〕

　日本に は ユ11 種の カ を産す るが ， そ の 中で屋内害虫 と言え る もの は，現在の 日本で は ア カイ エ カ （ネ ッ

タ イ イ エ カ ，チ カ イ エ カ を 含む ）と ヒ ト ス ジ シ マ カ くらい の もの で あ る．こ れ に マ ラ リア を媒介す る ハ マ

ダ ラ カ類， 日本脳炎を媒介す る コ ガ タア カ イ エ カ，人家周辺 に 比較的多 い オ オ ク ロ ヤ ブ カ を加え て ， そ れ

らの 区別法を検索表で 示す．

　力科の 幼虫 は所謂 ボ ー
フ ラ で ， 次 ぎの よ うな 特徴で 双翅 目の 他 の 科か ら区別で き る． 頭部は大 き く明

瞭で 口J動，前胸に 引き込まれ る こ と は全 くな い ．頭部前縁両側 に多数 の 細毛か らな る囗 刷毛が あるが，オ

オ カ類で は 7 対内外の刃状片に変形 して い る．触角は 1節 で比較的長 く， 頭部の 両側 に あ り ， 捕獲器な ど

に変形 して い る こ とはな い．胸部の 3 節 は融合 して ほぼ球形とな り，腹部 よ り明 らか に 幅広 い ．腹部 は 9
節あ り，第 9 節 は退化 し， 末端節 は第 10 節，そ の 末端 に 2 対の 透明の 葉状片 （尾葉）を具え る．擬脚 は

な い．呼吸様式 は後気門式 で ，第 8 節の 背面 に じか に 開 くか ，第 8 節 の 背面に ある呼吸管の 先に開 く．

　カの 幼虫 に は感覚器 として 200対近い刺毛が生え て い る， こ れ は 力科を通 じて 相同な もの で あ っ て
，

そ の形態や位置の 特徴が分類に使われ る．そ して ， 背面中央か ら側方を経て腹面中央 に至 る順序で ， す べ

て の 刺毛 に ア ラ ビ ア 数字 の 番号 が付 け られ て お り，こ の ア ラ ビ ア 数字 と体節又 は器官を表す ロ ーマ 字 を
ハ イ フ ェ ン で 結ん で 刺毛を表す．即 ち ， 頭部は C，触角は A，前胸は P，中胸は M ，後胸 は T ，腹部各節は

1〜VIII，　X ，呼吸管 は S と し，例 え ば頭部第 3 刺毛 は 3−C ，前胸第 4 刺毛 は 4−P，腹部第 3 節第 6 刺毛 は

6−III，呼吸管第 1刺毛は 1−S の よう に 呼ぶ ．又，頭部か ら腹部第 6 節ま で の 図は ， 左右 に ま た が っ た 特徴
を示す場合を除き ， 左半分に背面，右半分に腹面を示 し， 腹部第 7 節か ら先 は左側面を示す こ とが慣例 と

な っ て い る．

1a． 成虫 （図 1a−1〜3）： 腹部 （特に背面）に は，ほ と ん ど鱗片が な い．小盾板後縁は単純な 円弧状．♂

　　 ♀共小腮肢は長 く，口 吻と ほ ぼ 「司長 とま ると き は体 を物体 に 対 し斜め とす る．［ハ マ ダ ラ カ亜科 ，

　　
ハ マ ダ ラ カ 属］．多 くの 種 は翅 に 白黒の 斑紋が ある （図 2a−1，2b−1）．

　　幼虫 （図 la−4，−5）：呼吸管が な く，気門 は第 8 節の 背面 に じか に開 く，腹部第 10 節の 腹面中央に縦

　　長 の 硬皮板 （腹側正 中板）が あ る．体の 主要毛は羽状で あ る．生時は水面直下に 体を水面 と平行に

　　保 っ て い る．［ハ マ ダ ラ カ亜科， ハ マ ダ ラ カ属」……………tt−t…・……・………・・……………・…・・…・2
1b．成虫 ： 腹部は全体幅広 い鱗片で密に覆われ る ； 小盾板後縁 は 3 弧状 ； ♀の小腮肢は甚だ短 い ；とま

　　 る時は体 を物体 に対 し平行にす る （図 lb−1〜3），翅膜に は明瞭な微毛状突起 （ミ ク ロ ト リ キ ァ ）が

　　あ る．翅室 rLtは翅脈 R2　i　3 よ り長 い か 同長 （科の 検索表 ， 図 5b−2）．気門前域 の刺毛 は通常な い （図

　　3a−1，3b−1，5b−2）．［イ エ カ （ナ ミ カ）亜科， イ エ カ （ナ ミカ）族］．口 吻は ほ ぼ 直線状で ， 太 さは大

　　 祇一様．

　　幼虫 （図 1b−4，−5）： 腹部第 8節の 背面 に呼吸管が あ り， 気門 は そ の 先端に 開 く．体の主要毛 は単条

　　か，基部の 一点で 分岐す る常分岐毛 で あ る．腹部第 10 節の腹側正中板はな い ．生時は水面か ら斜め

　　に又は垂直 に ぶ らさが っ て い る．［ナ ミ カ 亜科］．口 刷毛は多数の 細毛か らなる．腹部第 10 節下面に

　　格 予板を持 っ ．下口線 は通常完全 （図 4b−3）．［イ エ カ （ナ ミ カ）族］ ・…………・…一 …・・…・……3

2a． 成虫 ：翅 の 前縁に肩紋 の ほ か に 少な くと も 4 個 の 白斑が あ る （図 2a−1）．頭盾 に鱗片 は な い ．肢に 斑

　　 点 は な い ，

＊）
本項 （力 科） の 図 に 関す る限 り，何 も書い て な い もの は

”
Tanaka 　et　al ．，1979，の 原図

”
で あ る．
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　　 幼虫 ： 頭部刺毛 2−C は互 い に 広 く隔 た り，そ の 間隔は 2−C と 3−C との 距離よ り も大き い （図 2a・2）．

　　 腹部背面に ある硬皮板の うち，前方 の もの の 幅はそ れぞ れ の 節の第 1刺毛の 間隔 と同 じか，そ れ よ

　　　り広 い （図 2a−3）．（目本 で は 琉球列島の 宮占
．
，八 重山群 島 の み に 産 す る．）……・・……・・…・……一……一 ・一

　　
・・……………………………………………………・……………

コ ガ タハ マ ダ ラ カ AnoPheles　 minimus

2b． 成虫 ： 翅 の 前縁 に肩紋 の 他 に多 くと も 3 個の 白斑 が あ る に過 ぎな い （図 2b−1）．頭盾の 両側に鱗片

　　 塊があ る．付節各節 の 末端に 白帯 があ る．

　　 幼虫 （図 2b−lr−2）：頭部刺毛 2・C は互い に近接する．触角 は微棘を装 い ，触角刺毛 1−A は 2〜ll 本

　　 に 分岐，頭部刺毛 3・C は樹状で 15 以 一Ll　100 近 くま で 分岐す る． 5〜7−C は羽状， 8−C は 5〜12 分

　　 岐．腹部背面 の 硬皮板は各節の 第 1 刺毛 の 間隔よ り狭 い．腹部刺毛 1−1〜 VII の 分枝 は笹葉状 で ，基

　　 部で 分か れ掌状を呈す る．・…・……………………・…・・……・t・………………・………
シ ナ ハ マ ダ ラ カ群

　　 〔5 種が こ の 群に 属す る．シ ナ ハ マ ダ ラ カ AnoPheles 　sinensis は 全国に 多 く，ア ジ ア 各地 に 産す る．エ ン ガ ル ハ

　　 マ ダ ラ カ Anopheles 　eng
’
alensis は北海道 に 普通．ヤ ツ シ ロ ハマ ダラ カ AnoPheles　yatsushiroensis は九 州，朝

　　 鮮，シ ナ に 産す るが ，九州で は最 近 は 殆 ど い な くな っ た，エ セ シ ナ ハ マ ダ ラ カ Anopheles 　sineroides は 北海道 か

　　　ら屋久島ま で と，朝鮮，シ ナ．オ オ ツ ル ハ マ ダ ラ カ 肋 o ヵ鴕 ‘θ師 臨 幽 は東 ア ジア に 分布 し，口本 で は全国に 局

　　 所的 に 産す る．こ れ らの 種の 識別 は極 め て難 し く，1司定 に は こ の 群 の 分類専門書を 見 て 戴き た い ．な お，こ の な

　　 か で マ ラ リア を媒介す る の は オ オ ツ ル ハ マ ダ ラ カ と考 え られ る．）

3a． 成虫 ： 気 門後域 に 刺 毛を欠 き，付節末端 に 幅広 く発達 した褥板を持っ ［イ ェ カ属］（図 3a−1，−2）．中

　　 胸盾板 に 正中刺毛列が あ る （図 1b −2），胸部側面に 白鱗斑 を持ち，腹部各節背板 に基部白帯が あ る

　　 （図 lb−1，3a−1）．体 は黄褐色．

　　 幼虫 （図 3a−3〜5）：呼吸管刺毛 1−S は 3 対以 ヒで ，呼吸管櫛を持つ ［イ エ カ属］，上唇 は顕著 に前方

　　 に突出する こ と は な い．前胸刺毛 3−P は 1，2−P と大体同大．腹部第 8 節の 側鱗は 櫂型．呼吸管刺毛

　　 1−S の 大部分は呼吸管 の 亜腹面に対を な して 並ぶ．……・…・………・……………・…・・…・…………・…・4

3b．成虫 ： 気門後域に 刺毛 が あ り，付節 の 褥板は細 く小 さ く，爪間板の ノ∫が 目立 っ （図 3b−L −2）．黒 っ

　　 ぽ い種が多い ．

　　 幼虫 ： 呼吸管刺毛 1−S は 1対 （図 3b・3）．・…・……………・……・……・……・…・一 …………・…………5

4a， 成虫 （図 1b−1）： 口吻 と肢 は全体褐色乃至黒褐色 で ，白帯，白条はな い ．中胸後側板の 下方に 1〜2

　　 本 の 剛刺毛が あ る （図 3a−1）．胸部側面 は大体淡褐色で 特に 目立 っ 濃色部はな い．

　　 幼虫 ： 通常呼吸管刺毛 1−S は 4 対 で 呼吸管 の 長幅比 は 5 以 下 （図 3a−3）、頭部刺毛 1−C は淡色 で 継

　　　く，先端部 は特 に細 くな る （図 3A −5）．…………・一 …………一 ア カ イ ェ カ Culex　pipiens　Pallens

　　 （ネ ッ タ イ イ エ カ Cule．x　pipiens　quinqZtefasciatus’，チ カ イ エ カ Cu　9ex　pipiens　f，　mo ！estus を 含む ）

　　 （こ の 三 っ は 同 種 に属 し，
ア カ イ エ カ は東 ア ジ ア 温帯亜種 で ，凵本 で は北海道 か ら九州 ま で 極めて 普通，ネ ッ

　　　タイ イ エ カ は汎 熱帯 亜 種で ，目 本 で は 四 国九州 の 南部か ら琉球列島， 小笠原諸島に い る，チ カ イ エ カ は汎温帯性

　　 で，人為環境 に 適応 し生埋生態的に 異 な っ た性質を持 っ た 品種 で，北海道 か ら 九州 ま で お り，主 と して ビ ル や 地

　　 下鉄 の よ うな建造物 の 地下 の 水溜 りに発生 す る．屋内害虫 と して 代表的な もα）の
一

つ で ある．3者 は雄 の 交尾 器

　　 に よ って 明鰉 に 識別す る こ とが で き る が，外部形態 上 の 相異 は 甚 だ 微弱で ，1「隹
一

確実 な の は．幼虫の 呼吸管 で，

　　 ア カ イ エ カ とチ カ イ J一力 で は直線的な 円筒形 で ある の に 対 し，ネ ッ タイ イ エ カ で は 中央部で や や 膨 らん で い る

　　　こ と で あ る．又，成 虫 腹 部背板基 部 の 白帯 の 後縁 が．ア カ イ エ カ と チ カ イ エ カ で は直線状 で あ る もの が 多 い が，

　　 ネ ッ タイ イ エ カで は 中央部が 後方 に や や張 り出 して い る もの が 多い ． しか し， こ の 相異 は絶対的な もの で はな

　　 い．ア カ イ エ カ とチ カ イ エ カ は外部形態 か ら は 全 く区別 で き な い．）

4b． 成虫 （図 4b−1，−2）： 口 吻と付節に 白帯が あ る．中胸後側板下方に 剛刺毛は な い ．胸部側面 に は濃褐
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3a−1 気門後域

アカ イ 工 力 ♀ 胸部側 面

（中胸側面 の 刺毛と白鱗斑の み書
いて あ り，他の 部分の 刺毛 鱗斑
は省略 してある） （田 中原 図）

3a−2

ア カ イエ カ ♀
｛寸節末 端｛貝田面
　 （田中 原図）

オ オク ロ ヤブ カ ♀胸部側面
（qコ胸 側面の 刺毛の み書 い て あり，
全て の 鱗斑と他の 部分 の 刺毛は
省略 し て ある ） （田 中 原図 ）

3b−2

ヒ トスジ シマ カ ♀
　付節 末 端側 面
　 （田中原 図）

3a−5

ア カ イエ カ 幼 虫 頭 部 と前胸
　 Qa 　Casse ＆ YamagUti、195e｝
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色部があ る．

幼虫 （図 4b−3〜5）： 呼吸 管刺毛 1−S は 5〜7 対 ， 長幅比 は 7、0〜9．0．頭部刺毛 1・C は濃色で 強太，

5−C は 3〜4 分岐，6−C は 2 分岐 前胸刺毛 4−P は通常 2 分岐．腹部刺毛 7−1 は 2 分岐 （日本全国に

普通 温帯熱帯 ア ジア に広 く分布．） …・・…………・…………
コ ガ タ ァ カ イ エ カ Culex　tritaeniorhynchus

5a． 成虫 ： 亜背板 は幅広 い （図 3b−1）．大型 で 翅長 2、8〜5．4　mm ．小腮 肢，肢は全体黒色で 白帯は な い ．

　　 腹部各背板 は両側 に 白斑が ある が ， 某部白帯 はな い ．♂ ♀と もす べ て の 爪 に 1 歯が あ る （図 5a・1；

　　 ♂ の 頭部 と胸背の 図 は，白斑 の 最 も発達 した もの で あ る）．

　　 幼虫 （図 5a−2〜4）： 呼吸管櫛 はな く，小腮柚節は頭蓋 と融合 して お り，腹部 に 硬皮板は な い ［ク ロ

　　 ヤ ブカ属〕，大型 で あるが ， 胸腹部 に比 し頭部 は比較的小 さ く，第 4 令幼虫の 頭幅 0，97〜1．08mm ．

　　 腹部第 8 節の 側鱗の 某底部 は先端部よ り遥か に 大き く， 先端部 は櫂型に近 く，周囲に一様 に微練を

　　 具え て い る．呼吸管刺毛 1−S は呼吸管 の 先端 1／5 か ら先に あ る．体 州か ら琉球ま で と，東南 ア ジ ァ に 普

　　 通・）　
……・・…………………………・……………・・…・…………オ オ ク ロ ヤ ブ カ Armigeres　subalbatus

5b， 成虫 ：亜背板は幅狭い （図 5b −2）．小型 で 翅長 2．4〜3，8　mm ．小腮肢と付節に銀白色帯が あ る．腹部

　　 各背板 は両側 に 白斑，基部 に 白帯が あ る．♂ の 前肢 と中肢の 長い ほ う の爪 に 1 歯が あるが，♂ の ほ

　　 か の 爪 　♀の す べ て の 爪 に は歯が な い ．頭部 と中胸盾板に顕著な銀 白色 の 正中条が ある．中胸盾板

　　 の 翅 の 基部の す ぐ上 に あ る
一

群の 淡色鱗片 は幅広 く銀白色で あ る．胸部側面 の 銀白色鱗 の 斑紋 は，

　　 条線状 に 並ば な い ．後肢 の 付節第 4 節 は基部 の 3／5 か ら 2／3 が 白 い ．（図 5b−1）

　　 幼虫 （図 3b−3，5b−3〜7）： 呼吸管櫛 は あ り，小腮軸節は頭蓋か ら完全に 分離 して い る．小型で
， 第

　　 4 令幼虫の 頭幅 0．75〜0．90mm ，腹部第 8 節 の 側鱗の 基底部 と先端部 は大体同長，先端部はバ ラ の

　　 刺の よ う な形 で 先端 は非常 に 鋭 く， そ の 基部 の み に 微棘を持 つ ．呼吸管刺毛 1・S は呼吸管の長軸の

　　 中央付近にあ る．体の 刺毛 は全体 と して 普通 で ，強剛 で はな い ，頭部刺毛 6−C は通常 2 分岐．腹部

　　 刺毛 5−IIL　IV は通常 1〜3 分岐，9・VI と 2−VIIは通常 1，2分岐．鞍板は不完全 （腹面で切れ て い る），

　　
・………・………・・……・…………・…・・……………・………・……・…・… ヒ トス ジ シ マ カ Aedes 　albopictus

　　 （ヒ トス ジ シ マ カ は 本州か ら琉球 まで と，東南 ア ジ ア に甚 だ 多く， 世界各地 に も広が っ て い る．北海道か ら琉球

　　 まで と t 東 ア ジア に 分布す る ヤ マ ダ シ マ カ Aedes．17avopictusは ヒ トス ジ シ マ カ に 酷似 して い る が，翅 の 基部 ヒ

　　 方 の
一
群 の 淡色鱗が幅 の 狭 い 砿 日月型 で ，銀自で な く黄色味 を 帯 びて い る こ と，後肢付節第 4 節の 幕 部 2！3 か

　　 ら 5／6 が 白い こ と で 区 別 で き る．幼 虫で は 北海道 か ら 九 州 ま で の もの は，体 の 刺毛 が 大抵強剛で ，分岐数 も多 い

　　 こ とで 識別で き るが，琉球列島の もの は刺毛は ヒ ト ス ジ シ マ カ と 同 じで ，同 定 は 困 難 で あ る．九州南端 か ら琉球

　　 列島に い る リヴ ァ
ース シ マ カ Aedes 　riversi は，成虫 で は胸部側面の 銀白斑 が 前後 に 平行 に 走 る 2 本の 条線と

　　 な っ て い る こ と，腹部背板 の 銀白帯 は基部に な く，少 し先端寄 り に 離れ て い る こ と で 区別 は容易 で あ る． しか

　　 し，幼虫で の 区別 は難 しい．）

　上記の 検索表に 示 され た幼虫の 諸特徴は，実体顕微鏡 で は見難 い もの が 多い ，ス ラ イ ド標本 と し，

100〜400 倍で 検鏡す べ き で ある、成虫 の 肢 の 褥板 もス ラ イ ド標本で検鏡 した方が良 い．

　上記 6 種 の カ は い ずれ も日長と 温度の 条件 の 許す限 り繁殖を繰 り返す，一
般的に ， 温度や食餌 の条件

が適 当な場合 卵，幼虫 4 令 の 各期，蛹の 期間は そ れぞ れお よ そ 2 日で あ る．従 っ て 産卵か ら羽化ま で

12 日内外で あ る．♀成虫は羽化後 1 団 で 吸血可能 とな り，吸血後 2〜3 日 で産卵する．ア カ イ エ カ の 繁殖

適温 は 22〜27℃ で ，10℃ 以下 で は成長 しな い．ヒ トス ジ シ マ カ の 発育 0 点は 12℃ で あ る．こ れ らに よ

り，ど の 種 も年数回 の 発生 が可能で あ る．
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［3］　ヌ カ カ科

　日本か ら 300 種近 い 数の ヌ カ カ が 記録され て い る．成虫の多 くは昆虫類吸血性，又は捕食性で ，温血動

物吸血性 の も の は ク ロ ヌ カ カ属 （1 種），ケ ブ カ ヌ カ カ属 の 中の ブユ モ ド キ類 （Lasiohelea亜属 5 種，

DacnoforciPomyia 亜属 1種），
ヌ カカ属 （73 種）の 3 群に限 られ て い る．電灯 に飛来す るもの が多 く，

蚊帳 の 目を潜 りぬ け る こ とが で き る の で
， 屋 内で 刺咬吸血 の 被害を受 ける こ と もあ る．しか し，本質的に

は野外性で あ り，又 同定は必 ず しも容易で はな く，屋内で の 散発的な被害の 場合 は特定 の 種類 に限 られ

な い の で，属まで の 同定で 十分 と思 われる．種ま で の 同定が必要な場合 は専門家 に依頼 した ほ うが良 い ．
こ こ で は，問題 とな っ た こ との あ る ヌ カ カ属 の イ ソ ヌ カ カ，セ マ ダ ラ ヌ カ カ に ， 身近な普通種 で ある ニ ワ

ト リヌ カ カ の 同定法 を示 し，他 の 2 属に っ い て は 属又は亜属 ま で の 特徴を示す に止め た．

　ヌ カ カ科の 前翅に は挿入脈 （Ic）と い われ る翅脈様 の もの が 翅室 R2− 3，　M2 な ど に ある．前者にあ る もの

は通常 2 叉 して い る，

　ヌ カ カ の 幼虫 は，他 の 多 くの 糸角亜 目の 幼虫と 同様に ， 頭蓋は完全で前胸に引 き込まれ る こ と は な く，

腹部は 9節か ら成る．呼吸様式 は無気門式で あ る．ケ ブカ ヌ カカ亜科 の 幼虫は，基部で 融合 した擬脚が前

胸 と腹端に あ り，体に 突起や 剛毛を具え る．移動は専ら匍匐運動 に よる，そ の他の 亜科の幼虫は，擬脚が

な く，胴部は非常に細長 い 円筒形 で ，突起 はな く，毛 も短 く少な く全体滑らか で あ る，前胸は前後の 2 節
に 分かれ る傾向が ある． こ の 型 の 幼虫は水中で は， ス ピ ロ ヘ ー

タの 振動浬 動を思わ せ る よ うな独特の 泳

ぎ方をする．ク ロ ヌ カ カ亜科 の 幼虫は例外で ，頭部 は硬化 して お らず ， 胴部の 体節 は二 次的に 2 節 に分か

れ る，

　吸血性 ヌ カ カ は い ずれ も 2−− 3・mm の 微小種 で ，ス ラ イ ド標本と して 検鏡する．成虫は完全な無水 ア ル

コ ール で 脱水 した後，石炭酸に 浸漬 して 透明化 し，頭部 （正面 を一k），触角，翅，肢， 胸部，腹部，交尾

器 に 分解 し，厚み の 小 さ い もの か ら順序良 く並 べ て ，まず石炭酸で 封入 し， カ バ ーグ ラ ス の
一
方か らバ ル

サ ム を徐 々 に 注入 し，石炭酸を追 い 出して封入する．石炭酸は 常温 で は固 ま る の で ，こ れ らの 作業は ホ ッ

ト ・プ レ
ー ト上 で 行 う．標本製作の コ ツ は，経．験者に学ぶ の が良 い．

la． 翅に は横脈 r・m が な く，毛 も斑紋 もな い ．複眼問は広 く離れ る．♀ の 触角鞭節 は 11〜12 節，末端の

　　 1節の み が長 い ；♂ で は 13 節．小腮肢は 4 節 （第 4節 と第 5節が融合する）．♀ の 尾葉は 大 きい ．

　　 匚ク ロ ヌ カ カ亜科］
………・…・………・……………・……………・・…・……・…・………・…・…・

ク ロ ヌ カ カ属

　　 （日 本に は 只 1 種 ト ク ナ ガ ク ロ ヌ カ カ LePtoconoPus 　niPPonensis が お り，翅長 0．8〜1mm ，触角鞭節 は ll 節，

　　貯精嚢 は 2 岨　南千島か ら琉 球 まで と沿海州か ら記録 され て い る．幼虫 は 河 口付近 の 水位の 高 い 砂土性の 畑 の

　　 土 の 表層 に 生息 す る．成虫 は 1魚 を焼 い た 時 の 煙 に 誘引される，）

1b． 翅 に 横脈 r −m が あ る．複眼は左右相接す る もの と離れ る もの とある．触角鞭節は ♀♂共 13節．小

　　腮肢は 5 節曾　
…・……………・・……………………………・…・…・・……・…・・……・・…・・…………＿．＿＿2

2a， 爪問板 は大 き く発達 し，爪 は強 く曲が る ；翅 は 全面や や 長 い毛に覆わ れ ， 体に も毛が 多 い ［ケ ブカ

　　 ヌ カ カ亜科］．前縁脈は翅 の半 ばを越え て 伸長す る．翅室 r2 ．3 は狭 く，rl よ り遥か に 長 い ．♀の 触角

　　鞭節 の 基部 の 8 節は甚だ短 く，先端の 5 節 は非常 に長 い ，貯精嚢 は 1 個で 頚部 を欠 く，・…・………・

　　
・………・……………………・・・・……………・…………………・……・………ケ ブ カ ヌ カ カ属 ブ ユ モ ドキ類
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　 　 　 　 R

トク ナガ ク ロ

（Tokunaga，1937）

C

〔Chanthawan匸ch ＆ De正finadD　l967）

ケ ブカヌ カ力属

　　 　　 　 　　 　 　R4＋5

　　　　　　　 CuA2　　　 CuAl

ブユ モ ドキ
ー

種 の 翅 （D 。wnes ＆ rVrrth・1981）

　 　 　 第13 節

M1

　　　　　　　　　第8 節　　　　　　　 第「節

OCcoo　co）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第9節

モ リオカブユモ ドキ触角鞭節 （Kitaoka　1994｝

爪間板

　 　 ケ ブカ ヌカカ
ー

種 の前 肢付 節 第5 節

ケブ カヌ カカ
ー

種の 幼虫 （Downes ＆ Wlrth ／981）

ヌ カ カ属

ヌ カ カ属胸部背面

　 （Amaud 　1956 ）

　　　　　　　　　ヌカ 力属
　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　

　　　　　　　　　　　　　　

譲 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヌ カカ属翅脈斑紋模式図 （Arnaud 　1956 ）

　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 − 77 −
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　　 （こ の グ ル
ープ の 幼虫 は

一
般 に湿潤な樹皮下や苔 の 中に 住む．）

2b． 爪間板 は細 く， 爪 はゆ るや か に 曲が る；触角鞭節各節の 基半部に条線状 の彫刻が ない ；翅室 r213 は

　　 明瞭で ，そ の 先端後角は丸 い ；複眼は通常毛を欠 く 匚ヌ カ カ 亜科］．翅室 r ， も明瞭で 通常 r2 ＋ 3 と ほ

　　ぼ 同長 ；爪は ♀♂共小 さ く左右同 じ；中胸盾板の 前縁近 くの 両側 に
一対 の 小孔 が あ る ； 翅脈 M は横

　　脈 r−m よ り先端寄 りで ML と M2 に 分岐する ［ヌ カ カ属］．翅に は斑紋が あ る．貯精嚢 は 1 個．……

　 　
’’’’’’’’’’’’’”一’’’”tt’’’’’’’”tt’▼「’’’”一一’’’’’’’’’’’’’’’’’”°’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”…一・・・・・・・・・…一・・−t・t・・・・・・・…

　3

3a． 触角鞭節 の 第 1 節 と第 6〜8節 の み に 感覚孔が ある．複眼 間はや や 広い．貯精嚢はやや長 く，斑点が

　　 ある．　
・・……………・t・t………………・…・・……………・…一 ・セ マ ダ ラ ヌ カ カ Culicoides　homotomus

　　 （9 翅 長 L3 〜⊥．8　mm ．本 州，九 州 の ほ か，東 ア ジ ア ，東南 ア ジ ア に分布．沿海地域 で 大発生 し被害 を 出 して い

　 　 る．）

3b．触角鞭節 の 第 1〜12 節に 感覚孔が ある、複眼間は狭 い ．内明斑 と外明斑 の ほか に も明斑が ある．貯

　　精嚢に斑点はな い ．　
・…………………………………・t………………………・…・………・…・……・……・4

4a． 内明斑の 中央に小暗点が あ る．外明斑 は分裂 して い な い ．貯精嚢 は卵形で 頚部は明瞭．……………

　　
’’”…’’’’’”“’’”一”…’’’’”‘’’’’’’’’’’”鹽’’’’’’”…’’’’”…………・……イ ソ ヌ カ カ Culicoides　circumscriPtus

　　 〔♀翅長 0．9〜1．lmm ，日本で は 北海道か ら琉球 まで 分布し ， そ の 他，熱帯地方を含む ア ジ ア 大陸 ヨ
ー

ロ
ッ

パ ，北

　　 ア フ リ カ に 産す る．幼 虫 は 沿海地域 の 塩 分 を 含 む 水 湿 な 砂 土 の 表層 2cn1 以 内 の 所 に 生息 し，タ イ ド・プ ール に

　　 もい る．老熟幼虫 の 体長 5rmn 内外．内陸部で ，塩分 を 含ん だ 温泉の 排水溝で 大発 生 した 特殊 な例 もあ る．年 1

　 　 回，〉（は 2 回発生．．）

4b． 内明斑 の 中央に暗点 は な い ．外明斑 は二 っ の 小円斑 に分裂する． 貯精嚢は長卵形 で 頚部は不明瞭．

　　
”4 ’’’’’”t ’’’’”tt’t’tt’tt’’’’”「’t’’”鹽鹽”t’’’’’’’’’’”一’’’’’’’’’’”‘tt’ttt…・

ニ ワ トリヌ カカ Culicoides　arah αwae

　　 （9 翅長 0・9〜L2　mm ・北海道 の 渡島半 島以南の 日本全士 に 普通，そ の 他 シ ベ リア 以 南 の 東 ア ジ ア ，東南 ア ジ ァ

　　 に 広 く分布す る．幼 虫 は 水 胴 の 表土中に 生息す る． ト リの ロ イ コ チ トゾー
ン 病を媒介す る．）

《ニ ク バ エ 類の 採集法と標本製作法》

　
ニ ク バ エ 類 は ク ロ バ ェ ，キ ン バ エ 類な ど とと もに ， 腐肉で容易 に集め る こ とが で きる．強 い 悪臭

を放 っ 魚肉又 は獣肉の 腐敗 した もの と，ハ ェ が入 ら な い 程度の 網 目の 深め の 金網 の 笊を用意する．

住宅街に続 く小 さな雑木林な どが良 い場所で ある．腐肉を平た い 容器 に載せ 地面 に 置 き笊を か ぶ せ

る．間 もな く笊 の 上は ハ エ で い っ ぱい にな るか ら， 捕虫網 を被せ て捕 まえれば良 い．殺 した ニ ク バ

エ ば 直ちに 中胸上 前側板の左か ら右 に突抜け る よ うに針を差 し， 乾燥板 （ス チ ロ フ ォ
ーム の 板が

便利） に胸部 の 右側面が付 くま で 深く差す．♂ ♀共，肢 特に後肢腿節 は腹部下面 の 検鏡に邪魔 に

な らな い よ うに下方 に伸ば して 固定す る，♂ は，0 号か 1 号 の 細 い 針を腹部の 末端突起に ひ っ か け、

腹部をで きるだけ後方に 引伸 ば して 固定す る． こ の 時， 末端突起 の 手前に あ る交尾器が 良く見え る

よ うに調節す る． a は腹部を水平に して 固定する．こ の よ う して 乾燥 させ標本 とすれば，♂ ♀共，
腹部末端の 検鏡が容易 に な る．で き る だ け た く さ ん の 種類 と数 を集め て比 べ て み る と，複雑極 ま り

な い ♂ の 交尾器 の 違い な ど も，段々分か る よ うに な っ て くる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　セ マ ダラ ヌ カカ ♀ （．Arnaud ・1g56）

　　

　　

　
貯精嚢

イ ソ ヌ カ カ ♀　（A 。 naud ．1956）

i
　

　
　

EE

醐

O

内明斑 外明 斑

愉 灘 …耋蒹藝鼕鼕蓁蒹
1

靉鬱礪 壁

貯精嚢

　　　　　　　　　　　　　　　ニ ワ トリヌ カカ ♀ （．4，n ，ud　1956）

一 一
ll「illi

　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 触角鞭節
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［4コ　ユ ス リカ 科

　屋内害虫 として の ユ ス リカ の 害の 重要な もの は，種類 の 如何に かか わ らず，電灯に 誘引 され た り，風

（気流）に乗 っ て 屋 内に侵入 し，異物混入の 結果をもた らす こ とで あ る．大量 に飛来す る ときは所謂不快

害虫 と もな る．又，大量の 死骸が粉塵化 し，喘息 を誘発す る ア レ ル ゲ ン とな る こ と もある，日本に は
一

千

種に近 い ユ ス リカが記録 され て お り， こ の なか で 人家に近 い所に多産 す る不特定多数 の 種が ， こ れ ら の

害の原因 とな っ て い るの で あ る が， ユ ス リカ の 属や種の 同定 は ♂ の交尾器によ らな ければ な らな い． 通

常 の PCO の 業務上 で は必要 で な い 場合が多い が ， も し，正確 な種名を知 る こ とが要求され る場合 は ， 専

門家に委ね る べ きで あ る．多様 な種類が関与 する中で も，被害 の 原因 とな る種 と して 圧倒的に多い の が ，

当然なが ら全国 に 最 も多 い セ ス ジ ユ ス リカ （ユ ス リカ 亜科 ，
ユ ス リカ 族に属す る） と同属の 数種で ある．

こ こ で は♂交尾 器を必要 と しな い亜科 （ユ ス リカ亜科 と エ リユ ス リカ亜科で は族） ま で の 同定法を検索

表で 示 し，
セ ス ジ ユ ス リカ と，そ の 近似種 2，3 に つ い て 簡単 に解説す る に 留め る．

Z ス リカ科 の 亜科 の 検索表

la． 横脈 m −cu が な い．（図 ユa ）一…・……・一 ………・…・……一 ……・・…一 …………・一 ・・…… 一 ……2
1b． 横脈 m −cu が あ る．（図 lb）・…………・・…・・一 ……・…・………・……・…・…………・……・・…・…… ・・…6

2a． 前肢 の 付節第 1 節は脛節よ り長い （図 2a−1）（稀 に 同長か僅か に短 い こ とが あ る），後肢脛節 に は両

　　 側鋸歯状と な っ た著 しく幅広 く短 い 端刺が あ る （図 2a−2）．［ユ ス リカ亜科］ ・………………・一 …3
2b． 前肢の付節第 1節は脛節よ り短い （図 2b−1），後肢脛節 の 2 本 の 端刺は棘毛状で ，こ の他 に櫛状に

　　並ん だ刺毛列が あ る （図 2b−2）．［エ リユ ス リカ亜科］ 一 …・………・・…………………・一 …………4

3a， 翅 の 毛 は あ る もの と な い もの とあ る． 毛 が有る もの で は覆片に縁毛 が あ る． 横脈 r−m は翅脈 R415

　　に も M に も明らか な角度を な して い る．（図 3a）……………・・………・………・…・…・……
ユ ス リカ 族

3b． 翅に は通常毛が あ るが，覆片 に 縁毛 はな い ．翅脈 M
， 横脈 r−m と翅脈 R4− 5 は

一直線 をなす こ とが

　　多 い ．（図 3b） ・…・……・……………………・…・…………・・…………・……・…………… ヒ ゲ ユ ス リカ族

4a． 前胸背板前側片は左右広 く隔た る．後背板は 正 中溝又 は正中隆起線 を欠 く．中胸前側板の 縫合線 は

　　殆ど消失する．♂ の 触角は羽 状で な い ．海棲．（図 4a） ……………・……・・…………
ウ ミユ ス リ カ族

4b． 前胸背板前側片 は左右近接す る．後背板は正 中溝又 は正 中隆起線を持 っ ．中胸前側板の縫合線は完

　　 全，♂ の触角 は羽状 淡水棲．（図 4b）　
……………・…・…………・…・・……・…………………………5

5a． 翅脈 R4−5 は翅の基部 2／3 以 内に あ り，R 上 及 び前縁脈 C と融合 して 肥厚部を形成 す る．肥厚部 の下

　　か ら前縁 に沿 っ て翅端近 くに達する擬脈 を生ず る．（図 5a） ……………・…・……・…コ ナ ユ ス リカ 族
5b．翅脈 R4 ＋ 5 は Rl及び C と肥厚部を形成す る こ とな く，擬脈 もな い ．（図 5b）………

エ リユ ス リカ族

6a． 後背板に 正中溝が な い ．　R2＋ 3 は な く，Rl と R，i−5 は広 く離れ て い る．横脈 m −cu は r−m よ り，かな

　　 り基部寄 り に ある．（図 6a） ・…・………・…………・一 …・……………・…・・………ケ ブ カ ユ ス リカ亜科
6b． 後背板 の 正中溝 は通常あ る （図 6b−2）が，稀に欠 く，R213 は あ る もの とな い もの と あ る．な い もの

　　で も，Rl と R4 − 5 の 間 は非常に狭 く， 最 も広 く隔た って い る もの で も， 翅脈 の 太さ と同程度 で ある
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7a．

7b．

（図 6b−1）．…………・…・……………・・……………・…・・……・……・………………………・…＿．＿．＿＿7
R2 ＋ 3 は通常あ っ て 2 叉 して い る （図 7a）．もし，　R2＋3 が な い か，あ っ て も 2 叉 して い な い 時は ，

　Rl
と R ．a　＋　．fiは 非常に接近 して お り，又，翅は毛 に覆われ る ……・……・……・…………

モ ン ユ ス リカ亜科
R2 ＋ 3 は あるが 2 叉 しな い，翅は 毛を全 く欠 くか，あ っ て も数本が先端 1／3 以 内に あ る に過 ぎな い．
（図 7b） ……………・……・………・…・…・…………・…・………………・……・…………

ヤ マ ユ ス リ カ亜科

　 セ ス ジ ユ ス リ カ Chigonomus 　yoshimatsui は ユ ス リカ 亜科，ユ ス リカ族に 属す る．翅長 2．2〜3，5　mm ，
♂ の 触角鞭節 は羽状で 11 節 ， 末端節 の 長 さは残りの 全節の 約 3倍； ♀ の 触角鞭節 は 5節よ りな る．前胸

背板前側片は左右分離 して お らず，中央で 連続 して い る、中胸後背板に は正中溝が あ る．中胸前側板に は

明瞭な横縫合線が あ る．前肢脛節に端刺 は な く，そ の 先端縁 も刺状 に突出す る こ と は な い．前肢付節 の 第
1 節は脛節よ り遥か に 長 く，そ の 比 は 1．5 〜1．7．（以 上の 形態 的特徴の 多 くは，ユ x リカ属 の 複数 の 種 に 当て は ま

る もの で ，セ ス ジユ ス 1丿力 だ けの もの で は な い．しか し，こ れ らσ）特徴 の一
つ に で も柑違す る 所が あ れ ば，そ れ は セ X

ジ ユ ス リ カ で は な い ．）

　体色 は灰褐色 で 緑色 に 富ん で い る．中胸盾板 に は前方に正 中条紋，後方左 右に
一・

対の 条紋が あ る．後背

板 は 暗褐色 　腹部各背板に は 中央付近 に暗色 の 帯紋又は斑点状 の 紋 があ る が ， こ れ らの 斑紋 の 大 きさ ，

形，濃度 に は人 きな変異が あ る．一
般に

， 低温 の 季節に現れ るもの ， 幼虫時代を低温 の 水中で 過 ご した も

の は，斑紋が大 きく色は濃 くな り，高温の 季節 に発生す る もの ，幼虫時代を高温の 水中で 過 ご した もの

は ，斑 紋が小 さ く淡色で ，全体に 明る い色彩 となる．こ れ らの斑紋の変異 を，山本 （1983）に よ っ て 最 も

近 い 種の ヒ シ モ ン ユ ス リ カ Chilonomus 　fiαviPlumus と ともに図 8 に 示 した．両者を斑紋に よ っ て 区別す

る こ とは難 しい が ， 少な くとも帯状紋は セ ス ジユ ス リカ に は 現れ る が， ヒ シ モ ン ユ ス リカ に は出現 しな

い ．

　本種の 幼虫 は富栄養型 の 流水に生息 し，そ の BOD （生物化学的酸素要求量）が 10〜20　ppm の 時に大

発生 する．成虫は 10℃ 以 上 で 活動 し，年 8 世代内外を繰 り返す と い われ る． ヒ シ モ ン ユ ス リカ の 幼虫は

富栄養型 の 止水に発生す る．

　
セ ス ジ ユ ス リカ の他に ，屋内害虫 と して 挙げ られ ，或 い は しば し ば 問題 と な る種 に，オ オ ユ ス リ カ ， シ

オ ユ ス リカ ， ミヤ コ ム モ ン ユ ス リ カ ， ア カ ム シ ユ ス リ カ な どが あ る．前 3 者は セ ス ジユ ス リカ と同 じ くユ

ス リカ亜科，ユ ス リカ族 に 属する．オ オ ユ ス リ カ ChilonomUS 　PIumosusは セ ス ジユ ス リカ と同属 で ，基

本的な 形態的特徴は同 じで あるが，遥か に大 き く，翅長 は 5．6〜6．4・mm ，♂ の 触角鞭節末端節の 長 さは 残
りの 全節の 約 6 倍，前肢第 1 付節 の 長 さは脛節 の 1．2〜1．4 倍である．幼虫は湖沼 に発生す る． シ オ ユ ス

リカ Chitonomus 　salinarius も同属 で ，翅長 3．8〜4．2　mm ，体色は全体暗褐色，腹部背板に も濃淡 の 斑紋
は な い．幼虫は塩水に生息する．

　ミ ャ コ ム モ ン ユ ス リカ PolyPeditum 　leyotoense　1ま， 翅長 1．5〜1．9　mm ，触角鞭節 は ♂ で は 13 節，♀で

は 5 節．前胸背板前側片は中胸盾板の 先端付近 に達する が，そ れ を越え て 前方 に 伸び る こ と は な い．中胸
盾板に 正 中条紋 と両側に

一
対の 条紋を備え る．翅に 毛及び斑紋無 く，翅脈 R2 ザ 、 は R1 と離れ て い る ； 覆

片は縁毛を持 っ ．前肢脛節 に端刺無 く， 内側の 先端 は刺状に突出する ；中後肢脛節の 端刺の 少な くとも一

つ は刺状の 部分を持 つ ；褥板 は 2分 して い る．腹部背板は全体暗褐色 で あ る が，第 2〜4 節 に は後角に 淡
色斑を備え る こ とが多 い ．幼虫は河川に発生す る，

　ア カ ム シ ユ ス リカ PrOPsitocerus　akamushi は エ リユ ス リ カ 亜科，エ リユ ス リカ族に 属する．翅長 5．1〜

5．5mm ．♂ の 触角鞭節は 13 節よ りな り，末端節 の 長さは残 りの 全節 の 2．7〜3 倍．前縁脈 C は Ra ＋ 、 の

合流点を越え て，翅端近 くに達す る．前肢付節第 1 節 の 長 さは脛節の 3／4．成虫は 11〜12 月に 出現，幼
虫は湖沼底 の 泥 の 中に生息 す る．
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［5］　 ミズア ブ科

　本科で は ア メ リカ ミズ ア ブ と コ ウ カ ア ブが ， よ く屋内に飛来侵入 す る．両種 と も大型で 目立っ の で ，分

解 した屍骸な どが混入異物 とな っ た場合も問題に な りやす い ．又 ， 発生源が 不潔 な所 で あ る の で ，衛生上
の 問題 もあ る，

　 1． ア メ リ カ ミズ ア ブ （ヒゲ ナガミズア ブ）、酥θr配 θ‘εα 躍 π c 侃 s

　前翅長 9〜16mm 体長 13 〜20 　mm ．触角鞭節 は 8節か ら成 り， 末端節 は非常に長 く，触角全長の

1／2 に近 い．複眼 は♂ ♀共左右広 く隔た る．翅は黒 味を帯び る が周縁は や や薄い ，翅脈 Sc は Rs の 分岐

点よ り先へ 伸 び る．翅脈 R2 −3 は長 く， Rl と ほ ぼ平行に 走 り，横脈 r−m と連続 しな い ．前肢及び中肢脛節

基部 2／5 の後面，後肢脛節基部 2／5，すべ て の 付節の 第 1〜3 節は 白色．腹部 は長方形 で ， 第 2 節 に一
対

の大型 の 白色斑 があ る．本州，四国，九州，琉球．北米原産で 第二 次大戦後，米占領軍に伴 っ て 移入 され

た もの で
， 台湾そ の 他で も米軍 の 駐留 した所に 拡が っ て い る．多様な汚水や腐敗物な ど に 発生 し， 都市部

に多い ，蝿蛆症 を起 した例があ る．

　 2． コ ウ カ ア ブ Ptepticus　tenebrifer

　前翅長 12−・　17　mm ．体長 13〜20mm ．触角鞭節 は非常 に短 く，先端 に長 い 棘毛 を備え る．複眼 間は♂

♀共狭 く，♂ は ♀よ り更に 狭い ．翅 は
一様 に 黒 味を帯 び る．翅脈 Sc は Rs の 分岐点 の 手前 で 終わ る，翅脈

R2＋3 は短 く， 横脈 r−m と連続 し，翅の 長軸 とほ ぼ直角の 方向に走る．中肢付節第 1〜2 節 は淡褐色．腹部

は幕部細 く，後方は紡錘形 に拡が る．少な くと も♂ で は第 6 節後縁が 見え る．第 2 節は蝋白色で 中央 に 三

角形 の 黒紋が あ り，両側 も細 く黒い．本州，四国 ， 九 州，朝鮮半島，シ ナ大陸．幼虫は 糞尿溜め に発生す
る．か つ て は全国 に最 も普通な 昆 虫の

一
つ で あ っ た が ， 汲取 り便所 の な くな っ た都会地で は激減 した．

腹部背面

ア メ リカ ミ ズァ ブ

前
肢

　 幼　 虫

四 eterson ，195T）

コ ウ カ ア ブ

腹部背面 幼 　 虫
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［6］　ノ　ミバ エ 禾斗

　ノ ミバ エ 科は前報 の科 の検索表で 示 した よ う に，翅脈相が独特で短翅型 の 種類を除 き大体
一

定 して い

る の で ，こ れだ けで 科の 同定が で き る．種類が 多 い が，日本 で は まだ十分研究されて い ない ．英国本土で

300 程 の 種が知 られ て い る の に，昆虫相の 遥か に 豊富な 日本で 63 種が記録 され て い る に 過 ぎ な い．ノ ミ

バ エ 科 の 中で圧倒的多数を占め る の が メ ガ セ リア 属 で ，英国で は総数 の 2／3 の 約 200 種が こ の 属に属す

る，実際に ノ ミバ エ を採集 して み る と こ の 属 の 種が非常に多 い が，日本で 記録され た種 は僅か 30 余で あ

る．こ れ に属す る種 の 同定に は♂交尾器の研究を要 し， ♀で は同定で きな い 場合 も少な くな い ．

　家屋害虫 として の ノ ミバ エ に は三 っ の タイ プ が あ る． 第 1 は ，気流に 乗 っ た り電灯 に誘引された り し

て 屋 内に 入 り こ ん だ不特定多数 の 種 の 成虫が，異物混入 の 問題を起 こす もの で あ る．第 2 は，屋内に侵入

した不特定 の 種が食品に産卵 し， 発生 した幼虫を誤 っ て呑み こ ん で
， 腹痛や 下痢を伴う蝿蛆症を起す も

の で あ る．日本 で は，コ シ ア キ ノ ミバ エ （？）（ド
ール ニ フ ォ ラ属），オオ キ モ ン ノ ミバ エ （メ ガ セ リ ア属）

の 2 種 の 例が報告 され，外国で は，世界中に分布 し日本 （北海道）か らも記録の あるク サ ビ ノ ミバ エ （メ

ガ セ リア 属）の 例が多 い．又 ， メ ガ セ リア 属の 一種 （trivialis）が幼児の 尿中か ら発見 され た こ とが ある．

しか し，屋内に見出さ れ る ノ ミバ エ は ，
こ れ らの 種 に 限 られ る もの で はな く，筆者の経験で も， 現状で は

同定不能 と思われ る多 くの 種が見 っ か る． なお欧州で は ， 瓶の 底に残 っ て乾 い た牛乳を特 に 好む種が知

られ て い るが ， 日本で は記録がな い ．第 3 の タ イ プ は，晩秋に 夥しい 数が越冬 の た め家屋周辺 に集り，不

快害虫 と な る も の で ，
こ の 種 は今の 所，内外 と も，

フ ユ イ エ ノ ミバ エ （メ ガ セ リア 属）に 限 られ て い る よ

うで あ る．こ の 種の 発生源は，外国で は コ ウ モ リの グ ア ノ が知 られ，目本 で は分か っ て い な い が有機質 に

富んだ土壌と推定 され て い る．

　 ノ ミ バ エ 類 の 発 生源 に っ い て は， 既 に 科 の 検 索表 の 補足説明で 述 べ た が ，最 も多 い の は 糞や腐敗動物

質の よ うで ある．屋内で見つ か る ノ ミバ エ は ，
フ ユ イ エ ノ ミバ エ を除き，生態的 に 特殊 な もの は 日本で は

知 ら れ て な く，種の 問に 大 きな相違 は な い と思 わ れ，ま た，上記の よ うな理 由で 種 の 同定は 甚だ困難で あ

るの で，こ こ で は メ ガ セ リア他，幾っ かの 普通 な属 の 検索表を示すに留め る．ど う して も種の 同定が 必要

な時は ， 本科の 専門家に依頼 して 戴きた い．

ノ ミバ エ 科成虫 の 普通 な 属 へ の 検索表

1a． 脛節の すべ て 又は い ずれか は基部 2／3 に 独立 した （列を なさ な い）長 い剛刺毛 を具え る （図 1a）．

　　 ［ノ ミバ エ 亜科］
………………・・……・・…………・…………………………………’’”……’…………’t…2

1b．脛節 は基 部 2／3 に 独立 した 剛刺毛 を欠 く．（先端 に は 剛刺毛 を備え る こ とが多 い．）（図 1b）［トゲ ナ

　　 シ ア シ ノ ミバ エ 亜科］
…・…………・……・…………・…………………・……・……・……・…一 …・・……・6

2a． 翅脈 Rs は先端 で R2 、 ：t と R4 ＋ 5 に分かれ る （図 2a−1）．後肢脛節は 1条か 2 条 の 密に 並 ん だ微刺毛

　　列 を背面 に備え る （図 3a−1， 3b・1）．……一 ………………一 ・一 …・・……一…………・………………3

2b． 翅脈 Rs は先端 で分岐 しな い （図 2b−1）．後肢脛節 の 微刺毛列 はある もの とな い もの とある．……4

3a． 後肢脛節 の 微刺毛列は 1条 （図 3a−1）．中胸上前側板上 方に 刺毛があ る （図 3a−2）．♂ の 後肢腿節基

　　部後面に短棘毛を伴 う感覚器が ある．………・・………・………・…・……・…………… ドール ニ フ ォ ラ属

3b、 後肢脛節の 微刺毛列は 2 条 （図 3b−1）．中胸上前側板上方に 刺毛 は な い （図 3b−2），♂ の 後肢腿節 に

　　感覚器 はな い ．………・………・…………………・…………………………・・………・…
デ ィ プ ロ ネ ヴ ラ属
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4a， 単眼は互 い に 広 く離れ，三角形に並ん で お らず ， 側方の 一
対は複眼の 近 くに ある （図 4a），後肢脛節

　　 は 2 条の 微刺毛列を背面に持 つ 一
………・…・………・・………・…………………………ス テ ィ キ ル ス 属

4b． 単眼は三角形 に並ぶ （図 4b ），後肢脛節 に微刺毛 列は な い．　…・…………・…・・…・…………………・5

5a．

5b，

中肢脛節は 3 本以上 の 背側剛刺毛を基半部に 持 っ （図 5a）．額に正中溝が あ る （図 4b ）．♂中肢腿節
に感覚器はな い ・一 一 ・一 …一 ・一 ・…・一 ………一 …・一 …一 …………一 ……・…一 ・ノ ミバ エ 属

中肢脛節は基部 1／3 あ た りに あ る
一

対 の ほ か は，基半部 に剛刺毛を持たな い （図 5b），額 に 正 中溝
はな い ．♂ の 中肢腿節 に感覚器があ る．…・……・・……・…・…・…………・……・・…………… コ ニ ケ ラ属

6a． 後肢脛節背面に微刺毛列を欠 く．……・…………・・………………・t…………・…・…・・
ウ ッ デ ィ フ ォ ラ 属

6b・ 後肢脛節背面に微刺毛歹1」を持 つ ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 …・……・一 一 ・・…＿．＿ 7

7a． ♀ ：顔は強 く前下方 に 突出 し，そ の 下 の 頭盾 は略々 同 じ長 さ で あ る （図 7a）．♂ ：額は 光沢が あ り正

　　中溝を持っ ；単眼域は隆起す る ；前縁脈の R2招 と R4 ＋ 5 の 合流点間の 距離は比較的長 い ；胸部 は や

　　や光沢 が あ る．………………・…・…………・…・…・………・……・…・……………・……
トロ フ ィ タ ウ マ 属

7b． ♀：顔は突出する こ とな く，頭盾 も短 か く普通 で あ る （図 7b）．♂ ： 上記 の 特徴をすべ て 満たす こ と

　　 は な い．　
…・……………・…・……・………r……………・・…・……………・・…・…・…・…………・……・……8

8a． 中胸上前側板に細：琶 刺毛を欠 く．………………・…………………・・メ ガ セ リ ア 属 （メ ガ セ リ ア亜属）
8b． 中胸上前側板に細毛があ り，時に刺毛 も備え る．………………メ ガ セ リア 属 （ア フ ィ オ カ エ タ亜属）

　実害が あ っ た こ とが報告され た上記の種 に っ い て，若干補足する，

　 1． コ シ ア キ ノ ミバ エ Dohrniphora 　cornuta

　後肢脛節 に は ， 長 い 剛刺毛 は末端 の 刺毛 の 他に は な い ．腹部第 1 背板 と第 2 背板前縁は通常黄色．平均
棍と肢は黄色．♂ 後肢腿節基部後面 の 感覚器の そ ばの 短棘 E は通常 5 本，背面近 くに 短 刺毛が散在す る．
♀の 腹部第 5，6 背板 は な い ．

　こ の 種 の 属する ド
ール ニ フ ォ ラ属 は熱帯亜熱帯に 分布す る もの で あ る が ， 本種 だ け は人間 の 居住域に

多 く，人為的 に 全世界に 広が っ た．凵本で 記録 され た の は今 の 所 本種だ け で ，北海道 か ら沖縄 まで 全国
に 普通 と い われ る．幼虫は 堆肥そ の 他多様 な腐敗動植物質，動物の 糞，死体な ど に発生す る，

　 2． メガ セ リア 属

　上記 4 種の うち，オ オキ モ ン ノ ミバ エ i｝fegaselia　spiracu 　1αris と フ ユ イ ェ ノ ミバ ェ Meg αselia 　meconi −

cera は ア フ ィ オカ エ タ亜属 に，他 の 2 種は メ ガ セ リ ア 亜属に属す る，こ れ ら 4 種に は近似の 未研究種が

多数 い る と思 われ る の で ，同定は専門家に 依頼す る方が良 い．

　日本 の ノ ミバ エ 科 の 幼虫 は，2，3 の 種が分か っ て い る だ け で，現状で は種 の 同定は無理 で あ る．ノ ミバ

エ 類 の 囲蛹殻 は比較的大き な呼吸角を持 っ て い る． コ シ ア キ ノ ミバ エ の一例を図 8 に示 して お く．
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，

2

2b

コ シア キノミ バ エ ♀胸部側面

　 　　（金子，他 tg6t，改写）

デ ィ プロ ネル ヴァ 属一種 ♀の 胸 部側 面

7

コ シア キ ノ ミバ エ ♀ （Peters 。n 　1987 ，　modified ）

ノ ミバ 工 属の
一

種

3
　

コ シ ア キ ノ ミバエ ♂後肢腿節後面
　 　 　 〔金子 、他 1961 ，改写 〉

7a

メ ガセ リア属
一

種 ♀の 頭部 正 面

5b

閉 1

3

（Peterson　l987．
　 　 modified ）

3b−1
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　 イ

　 プ
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！
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節
3，

卜
0
フ
ィ

タ
ウ
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属
一

種

♀
の

頭
部
側
面

弁

ス テ ィ キル ス 属一種の 頭部

（Peterson　1987 ，　modified ）

8
呼 吸

ノ ミバ 工 属
一

種 の頭 部

コ シ ア キ ノ ミバ 工 囲蛹殻
　 　 （金 子，古川 1977 ）
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［7］　イ エ バ エ 禾斗

　本科に は甚だ多 くの 種が 含まれ る が，そ の 大部分は野外性 で あ っ て ，屋内に 多 い もの は イ エ バ エ ，ヒ メ

イ エ バ エ
， オ オイ エ バ エ な ど特定の 少数の 種 に限 られ る．こ こ で は ， こ れ らの 種 の ほ か に ，人家周辺で 見

られ る ヒ メ ク ロ バ エ 類，吸 血性の サ シ バ エ 類を加え て ， そ れ らの 種 の 同定法を検索表で 示す．

イ エ バ エ 科 の 家屋害虫の 種 の 検索表

1a． 中胸亜基節 に大小不同 の 刺毛が あるが，列を成 して い な い （図 1a）．（大 き さ の 大体揃 っ た刺毛が 明瞭 な

　　 列 を な して い れば，ク ロ バ エ 科，ニ ク バ エ 科 ， ヤ ド リバ エ 科 で あ る．）………・……・・……………・…・…・……

　　
…・・……………・……………・・……………………・…・……・・［ヤ ド リハ ナ バ エ 亜科］（家屋害虫はな い ）

1b． 中胸亜基節 は無毛か ，細毛が あ るに過 ぎな い ．（図 lb）　……・……・・…………………・一 ・…………2

2a， 口吻は吸血 に適 して お り，光沢 の ある黒色で硬 く， 先端は細 く，末端の唇弁 も硬 く，幅広くな一
， て

　　 い な い （図 2a−1）．中胸 ド前側板の 剛刺毛は後方の 1 本の み で ，上後側板には刺毛が あ り　（図 2a−

　　 2），下覆片は ハ ナ バ エ 型 （図 6a−2）．：サ シ バ エ 亜科］ …・………………………・・…………・……・・…3
2b． 口 吻 はイ エ バ エ と同 じ普通 の 舐食型 で ，幅広 く柔軟な 唇弁 が あ る．（図 2b）　・………・…・・……・− 5

3a． 小腮肢は 凵吻 と ほ ぼ同長 （図 3a・1）； 中胸盾板は横縫合線 の 前 に 2 本 の 黒色縦条を持っ （図 3a−2）．

　　 腹部背面 に正中縦条が あ る．………………・…・……・………・……・・…
ノ サ シ バ エ Haematobia　exigua

3b． 小腮肢は 冂 吻 の 1／2 よ り短 い （図 2a−1）；中胸盾板は横縫合線 の 前に 4 本 の 黒色縦条を持っ （図 4a；

　　 4b ），・・…・・・・・・・…
　一一・・・…　…＋一＋・…・・・・・・・・…　…・…　……　…・・…　……　…・・………　ttt………　…t・tt・・……・…　一一一・・4

4a． 腹部第 3〜5 背板そ れ ぞ れ に 1 対の 楕11」形 の 黒褐斑 が あ る，（図 4a） 一 ・・…・一 ・………・…・……・一

　　
………………’’’”………………”…’”…’…’’’’’’”……………’…・……サ シ バ エ Stomoxys　 calcitrans

4b ． 腹部第 2〜4 背板は そ れ ぞ れ の 後縁に 黒 褐横帯が ある．（図 4b）…イ ン ドサ シ バ エ Stomoxys　indica

5a． 中胸 lt後側板に刺毛が あ る，（図 5a）…・…・……・・…………・…・…・……・…………・……・・…………一・−6

5b． 中胸上後側板 に 刺毛 を欠 く．（図 5b ）．（下方に細毛 を持っ こ とが あ る）………………・・…………・10

「補足説明］

　 1．有弁翅類 の ハ エ の 体表に は大小の 刺毛 が 多 い が，図で は，分類同定上特 に 重 要 な刺毛 の み を 人れ，関係の な い 小

刺毛 は省き ， 大型 の 剛刺毛 は 大抵 は毛穴の み を書 い て あ る．毛穴の 大小 は 刺毛の 大小 に 比例す る．

　2，有弁翅類 の ハ エ に は，胸腹部背面 に 灰色 と黒の 条紋 や格 r一紋 を現す もの が 少 な くな い が， こ の 灰色 部 と黒色部

は 光線の 方向に よ り異 な っ て 見え る 場合が 多 い ．記 述 の 上 で は ，直上 か．や や 後方か ら 見 た と こ ろ を 書 い て あ る．前方

か ら見 る と，灰色部 と黒色部が 逆転 した り，上 か らで は 見 え な か っ た 斑紋 が現 れ る こ と もあ る．

　 3． イ エ バ エ 科 の ハ エ の 左右 の 複眼 の 問隔 は，通 常 ♂ で 狭 く♀ で 広 い ，そ の 程度 は 種 に よ っ て 異 な り，個体変異 も 多

少あ る．サ シ バ エ で は，そ の 間 隔 は 比較的 広 い （図 Ml ，　 M2 ）．

　4， サ シ バ エ 類 の 触角棘毛は 片羽状で あ る．サ シ バ エ は 11”pu中 に 分布 し，日本全国 に 普 通 で あ る．ノ サ シ バ エ は 北半

球 の 温帯地方 に 分布 し，日本 で は北海道 か ら九州 に 産 し，東北，北海道 に 多 い ，イ ン ドサ シ バ エ は イ ン ド及 び東南 ア ジ

ア に 広 く分布 し，凵本 で は 本州以 南 に 産 す るが 少 な い．サ シ バ ェ 類 は ♂ ♀共吸 血 し，こ れ ら 3 種 ほ主 に 家畜か ら昼 間

吸血す る．人 も刺 さ れ る こ とが あ るが ， 人間 の 病気を 媒介す る こ と は な い ．幼虫 は 獣糞 に 発生す る．
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節

ヤ ドリハ ナバ 工 亜 科の
一種

中 肢基

　　サ シバ エ ♀

　 ノ サ シバ エ

5a

3a−

Ml

ノサ シバ エ ♂

　 イ エ バエ ♀

板

4

サ シバ エ ♀

5

板

　 イ エ バ エ ♂

吻

板

イン ドサ シバ エ ♂

ヒニメイ エ バ エ ♀

側板
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6a．

6b．

翅脈 M1 −2 は先端僅か に前方 に曲が る （図 6a−1）；下覆片 は ハ ナ バ エ 型 （図 6a−2）で そ の 内縁は胸側
か らほ ぼ 直角に 離れ る．……………・…・………・「トゲ ハ ナ バ エ 亜税 ハ ナ ゲバ エ 族］ （家屋害虫な し）

翅脈 Ml ＋ 2 は通常中程 で 明瞭に 前方に 曲 る （図 6b−1）；下覆片はイ エ バ エ 型 （図 6b−2）で非常 に大 き

く，内縁は胸側に接する．［イ ェ バ エ 亜科］………………・…・・……………・・一………………・・……・…7

7a． 翅脈 Ml ＋ 2 は前方に 角張 っ て 曲 る （図 6b−1）；体に金属光沢 はな く， 斑紋又 は条線が あ る．（イ エ バ

　　
エ 属）　

・…………・・…・・………………・・…・……・………・……・………・…・………・…・……・……，＿＿．＿8
7b． 上記の 諸特徴を併せ 持 っ こ と は な い．・………一 ……・………………

（家屋害虫で な い 多数 の 属，種）

8a． 前胸側板の 上方 の 凹部に 多数の 細い 刺毛を備え る （図 5a）．中胸盾板は 4 本 の 同長で ほ ぼ同 じ太さ

　　 の 黒色縦条を持 つ （図 8a−1）；複眼 は 無毛 ；下覆片上肋部 に刺毛を欠 く （図 8a−2）．…・………一 …・

　　 ，．　．　P，　，，　．．　1，　．　．「　，．　，　，．呷　，　・・　，a　斷‘　斷9　・　，■　，■　，　’，　，呷　r，　，　r　■，　r　．．　．．　鹽．　，　，．　．

8b，前胸側板 の 上方 の 凹部は無毛，　 …・………

’……’…………”…・………・・…イ エ バ mMusca 　domestica
’”9’冖tt’’’”「’”「「”…”鹽’’’”一一’…’’’’’’’’’”…・・・・・…　一・・・・・・…　一…　9

9a． 複眼 は無毛；中胸盾板 の 4 本の 黒色縦条は，横縫合線 の 後方で 左右の 2 本ず っ が そ れぞれ完全 に又

　　 は殆ど合流 し，2 本とな る （図 9a）；下覆片上肋部 に刺毛を欠 く． ・…………・……・…………………

　　
…・…・…………」・・…・…・………・・……・……・……・…・……・………・…

フ タ ス ジ イ エ バ エ Musca 　sorwens

gb． 複眼 に 極め て 微細な 毛が あ る；中胸盾板に 4本 の 黒色縦条があ るが，内方の 2 本は後方短か く， そ

　　 の 閊隔 は外方の 黒条 との 問隔よ り明 らか に 広 い （図 9b−1）； 下覆片上肋部 に黒色 の 刺毛が あ る （図

　　 9b−2）．・……・……・…………−t……・…・…・………・・……………・……・………
ノ イ エ バ エ Musca 　her？丿ei

「
．
補足説明」

　 1．下 覆 片 の ハ ナ バ ユ 型 で は 平均棍が 1二か ら見え る が，イ エ バ エ 型 で は ド覆片 は 後方 に伸び て ，平均棍を覆 っ て い

る．

　2．下覆片上肋部 は 前報第 1 節の 形態解説 で は 述 べ られ て い な い ． こ れ は 下覆h
．
付着部 の 直一Lに ある狭 い 棚状の 所

で，展 翅 した標本 で は 見え るが，そ うで な い もの は前翅 と上 覆片 を取 り除か な い と良 く馳え な い．こ こ に あ る 刺毛 ま た

は 刺毛群 の 有無 は ク ロ バ ェ 科で も重安 で あ る．

　3． イ エ バ エ は前翅長4．5〜8mm ，♂ は 腹部 背 板第 2，3 節 に 跨 る 大 きな 黄色斑 を持 っ が，♀は第 2 節の み に あ る．
♂ の 複眼 は 左右 や や離れ て い るが，旦 で は著し く離れ て い る 〔図 M3 ，　M4 ）．前胸側板上部の 細か い 刺毛 は，こ れ を持 一，
て い る の は イ エ バ エ 属の 中で は イ エ バ エ だ け で あ る．世界中 に 分布 し 日本全 国 に 普通で あ る．昆虫類 の 中で 最 も人間

環境 に 適応 した 種 の
一・

っ で ，野外 に もい る が 家 の 中 に も常在 し，夜 は 天井 な ど で 過 ご す．成虫 は あ ら ゆ る 汚物 の ほ か，
調 理 食品 に も甚 だ 強 く誘引 され る．頻繁に嘔吐 と排泄を繰 り返す習 性 が あ る の で ，病原微生物 を機械的に 伝 播 す る可

能性 が 非常 に大 き い ，実際 に イ エ バ
エ の 体表体内か ら発見 され た生 物 は ，ウ イ

ー
ル ス ．バ ク テ リ ア ，ア メ ーバ か ら，カ

イ チ ュ ウ な ど寄生線虫類 の 卵等 々 病原 生 物 を 含む 多数 の 群に 及ん で い る．近年流行の 病原性大腸菌 0 −157 は ，唇弁 の

表面や消化管 で 分裂す る こ とが 確認 さ れ て い る．幼虫 （図 M9 ） は 典型的 な蛆型 で ，元 来糞食で あ っ た と 考え られ，特

に 新しい 馬糞を 好むが，最 近 は 大規模鶏舎で 問 題 と な る こ とが 多 い，都市で は 動物質植物質各槿の 腐敗物 の 混合で あ

る 厨芥が主 要発生源 と なって い る．成長 に 要す る期間 は，25〜30℃ で ，卵期半 R ，幼虫期蛹期そ れ ぞ れ 5 日内 外 で あ

る．羽化 した 旦 は 5 口 か ら 1週間で 産卵する こ とが で き，1 回 の 産卵数 は 100〜150，年 4〜5 回 産 卵す る．

　4． フ ダ ス ジ イ エ
バ

エ は前翅 長 3，5〜5．5　niii／，中南米 を除 く熱帯地 方 に 広 く分布 し，琉球列島に 多 い．幼虫 は家畜
の 糞に 発 生 し，成虫 は家 畜 や 人 に た か る こ と が 多 い が，家の 申 に は イ エ バ エ の よ うに は人 っ て こ な い ，

　5． ノ イ エ バ エ は前翅長 6〜7mm ，北海道 か ら九 州，朝鮮．シ ナ か ら北 イ ン ドに 分布，牧 場 に 多 い．
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10a．翅脈 A2 は 前方に 湾曲 し，
こ れを延長すれ ば翅脈 A ⊥

一
トCuA2 と交叉する （図 10a ）．中胸下前側板

　　　の 剛刺毛 は 2本 （図 5b）．［ヒ メ イ エ バ エ 亜科］………………・……………・・…・……一 一 ……一・11
10b．翅脈 A2 は 直線状か，あま り彎曲せ ず ， こ れを延長 して も翅脈 AL ＋ CuA2 と交叉 しな い （図 10b）．

　 　 　
tt”t’’’’’’’’”…「’圏’tJ’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”…’’’”「’’’’’’’’’’’’’”…”…”°’’’’’”・…

　
−t・・−t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　 12

11a． 中胸盾板に は 3 本 の 暗色縦条が あ る （図 11a−1）；後肢脛節 に通常 2 本の 前腹側刺毛がある （図 11

　　　a −2）；♂ の 腹部背面に
一
対の 大 きな 黄色斑が あ り （図 11a −1）， 中肢脛節 に瘤はな い （図 11a−3）．…

　　　
……………’…’t…’…………’…’…’…’…………”……・……・……ヒ メ イ エ バ エ F αnni α canicularis

llb ．中胸盾板 に 4 本の 黒色縦条が ある ； 後肢脛節 に通常 1 本 の 前腹側刺毛が あ る ； ♂ の 腹部背面に 黄

　　　色斑は な く，中肢脛節 の 下面 に瘤状突起が あ る （図 11b ）．………………・………………一 ・………

　　　
……”…………’…………’………………・………・……………コ ブ ア シ ヒ メ イ ェ バ エ Fannia　scalaris

12a． 小腮肢 は末端に 向い ス プ ー
ン状 に広が っ て い る．（図 12a）……［カ ト リバ エ 亜 科］（家屋害虫な し）

12b．小腮肢は先端 まで 細い か ， 或 い は僅か に太 まる の み．（図 12b）…………tt・……………・・…・……13

13a． 中胸
一
ド前側板 に 3 本の 剛刺毛が あ り，下方 の 1本 は他 の 2 本か ら等距離に あ る，（図 13a）…・・…・

　　　
………・……・…・……・……………………………・・…………［ハ ナ レ メ ハ ナ バ エ 亜科］（家屋害虫 な し）

13b，中胸
一
ド前側板 の 剛刺毛は 1〜3 本 で ，3 本の 時 は下方の 刺毛 は前方の 刺毛よ りも後方 の 刺毛に 近い

　　　位置にあ る．（図 13b−1，−2） ［トゲ ハ ナ バ エ 亜科， トゲ ハ ナ バ エ 族］一 ・一 ・………・…一 …・…− 14

［補足 説明］

　 L　休 表 に 生 え て い る 刺毛 は 大抵黒色で ，体色が 黄色や 淡灰色の 種で は非常に 良 く見え るが，黒色の 種で は意 外 に

見 に くい もの で あ る，角度を い ろ い ろ変え て み な い と大型 の 刺毛 で も見落とす こ とが あ る．又，顕 微 鏡 の 倍率 を上 げす

ぎ
’
る と視野か らは ずれて 1 や は り 見落しや す い．刺毛 は 脱 落 して い る こ と もあ る の で，毛穴で そ の 有無 を 必ず確認す

る．毛穴 の 大きさ で刺毛の 大きさ が 判断で きる．

　 2． ヒ メ イ エ パ エ 亜 科 の 少数の 野外性 の 種 に，中胸下自lf側板 に 3 本の 剛 刺 E を持 つ もの が あ る． ヒ メ イ ェ バ エ 亜科

の 大部分 は ヒ メ イ エ バ エ 属 に 属す る，か な り多 くの 野外性 の 種が あ り，人家周辺 の 太 い 樹 の 幹 に 好ん で と ま る種 な ど

が あ るが，ヒ メ イ エ バ エ の よ う に 屋内に 入 っ て く る もの は 殆 ど な い．

　3， ヒ メ イ エ バ エ は 誼翅長 4〜5mm ，触角棘毛 は 微 毛 の み を 備 え 羽 状 で は な い ．中胸背板 の 暗色 縦条 は・イエ バ エ な

ど に 比 べ る と遥 か に 不明瞭 で あ る．翅 脈 Sc は肩横脈の 先で ，一
日翅脈 R に 近 づ い た後，直線的 に前縁脈 C に 合流す

る，翅脈 Al ・CuA2 は 短 く，翅縁ま で の 距離 の 半ばで 終わ る．♂ の 複眼 間 は非常 に 狭 く，肉眼 で は相接して い る よ う に

見 え る （図 M5 ）； ♀で は甚 だ 広 い （図 M6 ）． ド覆 片 は 上覆 片 よ り僅か に 大 き い だ け で ある （図 5b ）．？の 腹部に は黄
色斑 は な い．全世界 の 温帯地 方 に 分布 し，日本 で は 北海道 ， 本州，四 国，九州 に い る．成虫♂ は室内の 巾央 に吊る され

た 電灯 の す ぐ下 乂 は類似の 場所 で 周回飛行を して お り，電 灯 の 笠な ど に と ま っ て 休息 し．そ れ を 糞で 汚 す．♀に は そ

の よ うな習性は な く食品な と に た か る．幼虫 （図 M10 ） は 環縫短角群の ハ エ の ［1」で は 非常 に特異 で ， 皮膚は革質，形

は や や 偏平 上 面 と 側面 に 多数 の 肉質突起 を 備え て い る．こ れ は ヒ メ イエ バ エ 亜科 に 共通の 特徴で あ る．糞，厨芥，そ

の 他 あ らゆ る 腐敗物 に 発生 し，大規 模鶏舎 で 大発生 する こ とが あ る．イ エ パ エ よ りや や 低温 を好 み，27℃ で 卵期 1．5〜

2 目，幼虫期 8〜10 口，蛹期 9〜10L 」，羽化か ら産卵 まで 4〜5 日で あ る．

　4． コ ブ ア シ ヒ メ イ エ バ エ は ヒ メ イ ェ バ エ と ほ ぼ同大，分布 も同 じで ，人家周辺 に い る が 少 な く，家 の 中に は あ ま り

八 って こ な い．幼虫 〔図 M11 ） は肉質実起の 形状 が ヒ メ イ エ バ エ と異 な る．

一 92 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

11a−3

M5

1

ヒ

メ

イ
エ

バ
エ

ヒ メイエ バエ ♂

11b

中肢脛節　（前側面）

コ

ブ

ア
シ

ヒ
メ

イ
エ

バ

エ

t メイエ バ エ ♂

11a−2

ー

ー

ー
1

ー．．
濫

｝
’
「
’

ド

’厂

r

ド

’

／

　

　

く

前
腹

側
刺

毛

Re

ヒ

メ

イ
エ

バ

エ

の

後
肢
脛
節

　

　

　

　

　

　
（
前

側
面）

11a− 1
オオ イ エ バ

．゚．
≒

篁

9
°

　

唱．、卩． ・、
達ら
孝 7
輩門．

篭（幅
髯
葺「

・
号・’
”
マ、・
寒・

中

胸
盾
板

グ
小盾板

》
蕘

臨

　
　
　
　
　

　．馬

蔭
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　尸

鞳
．

鷲

　　蠡　
部

ヒ メ イ エ バ エ ♂

4＋5l

＋2

触

力 トリバ エ の
一種

M6

駲 、
〉

ハ ナ レ メ ハ ナバ 工 亜 科の
一

種

小腮 肢

オオ イエ バ エ ♀

ヒメ イエ バ エ ♀

1

　　　 オオ イ エ バエ ♂

板 中

　 　　 　 　 　 中肢基節

　　　ヒ メク ロ バ エ ♂

板

93 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

14a 　翅脈 M1 ＋ 2 は末端近 くで 前方に ゆる や か に湾曲す る ；翅脈 Sc は波曲す る （図 14a一ユ）．触角棘毛は

　　　両側羽状 （図 12b）；中胸下前側板 は 3 本 （前方に 1 本，後方に 2 本）の 剛刺毛 を持 っ （図 13b−1）．

　　　体に あまり光沢 はな い （図 14a−2），［オオ イ エ バ コニ属］・…………・一 …・……・…一…………・…− 15
ユ4b．翅脈 M ］

・2 は殆 ど直線状 ； 翅脈 Sc は単純 に湾曲 して い る （図 14b）．触角棘毛 は微毛を備え る の

　　　み ；中胸下前側板は 2 本 （前方に 1本，後方に 1 本） の 剛刺毛 を持 っ （図 13b−2）．体 は光沢 の あ

　　　る黒色 ［ヒ メ ク ・ バ エ 属］一 …・………・…一 …・一 ……一 ……・一 ・一 …一 一 ・……＿ ＿＿ 16

15a ．各肢腿節先端部と脛節 は褐色 （図 15a）；前縁脈基部片 は褐色．・………………・…．．…………・・…・．．

　　　　
”…………’’’’’”…’…………’…’……tt…………’………………・

オオ イ エ バ エ Muscina 　 stabulans

Isb，各肢腿節は 全体黒色，脛節は褐色 （図 15b）；前縁脈基部片は黒色 　・・………一 ・…・・．．．，…・．・・一 ・

　　　
＿．＿＿．＿＿＿、＿＿．＿＿……．．……・…………・・……

モ モ ク ロ オ オ イ エ バ エ Muscina 　angustifl 「ons

16a，

16b．

複眼後縁 は明 らか に抉れ て い る （図 16a）．♂ の 後肢脛 節は曲 っ て な く，細長 い 毛は な く，中肢腿節
の 基 部腹面 に棘状 の 刺毛はな い．…・…一 ……・……・………・…・ク ロ ツ ヤ ハ ナ バ エ ff．vdrotαea 　nigr α

複眼後縁 は真直 ぐか，微かに 抉れ て い る程度 （図 16b −1）．♂ の 後肢脛節 は多数 の 細長 い毛を備え

て い る （図 17a・1；17b）．……・・……・……・……・……・………・・……一 ……一 …・………………・・− 17

17a． ♂ の 後肢脛 節は屈曲 し （図 17a −1）， 中肢腿節基 部下面に数本 の 棘状 の 刺毛が あ る （図 17a・2）．♀

　　　の 後肢脛節 は通常 2 本以上 の 前腹側刺毛を持っ （図 17a−3），一…………一 …・…・…．・・…，・・．・……・

　　　
＿＿＿＿．＿＿．．．．＿＿．＿＿．．＿．＿＿．＿＿＿…・…………・…… ヒ メ ク ロ バ エ Hydrotaea　leucostoma

17b．♂ の後肢脛節 は真直 ぐで （図 17b），中肢腿節に 勅状 の 刺毛は な い ． ♀の 後肢脛節 の 前腹側刺毛は

　　　通常 1 本．　
………………・…………一 一 ・・一 ……チ ャ バ ネ ヒ メ ク ロ バ ェ Hydrotaea　chalcogaster

［補足説明 ］

　
1，有弁翅類の ハ エ の 愎部第 1，2 節の 背板 は 通常癒合して お り，縫 合 線 は背面 で は 消失して い る．腹板 は幅が 非常

に 狭 い が，第 1，2 節 は 明瞭に 分離 して い る．

　
2．オ オ イェ バ エ は 前翅長 6〜7mm ，通常 イ エ バ エ よ りも大型 で あ る．腿節 の 褐 色 部の 広 さ に は 変異が あ る．♂ の

複眼 問 は狭 く （図 M7 ），♀で は か な り広い （図 M8 ）．全世界 に 広 く分布す る が 温 帯 に 多 く熱帯 に は少 な い．日本で は

本州，四 国，九州，琉 球 に い る．人家周辺 の 路上 や 家畜小屋 に 多 い が，？は屋 内に よ く侵入 し食品 に た か る，幼 虫 は 動
物唖 や 腐敗物に 発生 し諾 齢 の もの は，こ れ ら を飢 て い る が 成長 す る と他 の 蛆 を捕食す る と い う．

　
3． モ モ グ ロ オ オ イ エ バ エ は オ オ イ エ バ エ と 同 大，♂ の 複眼間 は 甚だ 狭 く，肉眼で は相接 して い る よ う に 見 え る．日

本全国 東 ア ジ ア に 広 く分布 す る．人家周辺 に多い が，家 の 中に は あ ま り入 っ て こ な い よ うで あ る．

　
4． ヒ メ ク ロ バ エ は前翅長 4’−5．5　mm ，北半球 に 広 く分布 し，日本で は 北海道 か ら九 州 まで い る．発 生 源 は 糞 や 動

物死体 窃 る滅 虫 は財 の 枝の
一
ドを ホ 刈 ・ グ して い る ・ と が 多 い カ・座 内 に は入 。 て ・ な い．野夕F（・1よ雑木林 に 多

い．

5・ チ ャ
バ ネ ヒ ” ° バ ＝ は ヒ メ ク ・ ・ く

エ とほ ぼ 1・1大・ア ジ ア，オ
ー

ス ト ラ
1
夙 ア

ー
… J力 螺 轍 ・広 くfi・Yriし，　 H

本で は本州以南 に い る．温 帯 円本で は ヒ メ ク ロ バ エ よ り少な い ．

　
6． ク ロ ッ ヤ ハ ナ バ エ もヒ メ ク ロ バ エ と大体同大，口本で は 本州以 南に 産 し，琉球 に 多 く，そ の 他東 ア ジ ア とオ

ー
ス

ト ラ リア の 熱帯に 分布す る．

7・ イ エ バ エ 科 唖 科 に 関 して・♀嵯 卵 働 傑 に 基噺 しい 分類法が 提出 抑 て い る が r こ こ で は 夕F部傑 だ

け で 容易 に 検索 で きる 旧来の 分類法 に よ 一
。 た．
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［8］ ク ロ バ エ 科

　国外 で は， ク ロ バ エ 科に は中南米 の 家畜の外部寄生虫で あ る ラ セ ン ウ ジ バ エ
，

ア フ リカ の 皮下寄生性

の ヒ トクイ バ エ
， 幼虫が吸血す る コ ン ゴ ー・

フ ロ ア ・マ ゴ ッ トなど の 大害虫が い る が， 日本 で は人体寄

生性又 は人吸血性 の 種 は な く，す べ て 所謂不潔昆 虫に 属 し， 稀 に蝿蛆症を起 こす．ク ロ バ エ 類とキ ン バ エ

類が主な もの で あるが， 金緑色の ハ エ は イ エ バ エ 科や ヤ ド リバ エ 科に もい るの で ， 科の 区別点の 確認 を

怠 らな い こ とで あ る．

ク ロ バ エ 科の 家屋害虫の 種の検索表

1a． 胸部と腹部 の い ずれか に ，又 は共に金属光沢 はな く，黒 色 と灰色の 斑紋が ある．翅脈 R の 基幹部に

　　 刺毛 は な い ；前胸側板に細か い刺毛が あ る （図 6a−3）；中胸下前側板の 剛刺毛 は前方に 2 本，後方に

　　 1 本 （図 6a−3）．一 一 ………………一 …・…………・・……・t………・………・…一 …一 ……・・……・…2

1b． 胸部腹部共，通常強い 金属光沢の あ る緑色乃至青藍色．　……・・…………・……・…………・・……・…・・7

2a． 下覆片上面に 毛は な い ；胸腹部共に 金属光沢 は な く，黒色 と灰色 の 斑紋が あ る ［コ ク ロ バ エ 属］．肢

　　 は付節 を除 き橙黄色 ；中胸と後胸 の 気門は共 に黄色 ；腹部基半部両側に大 きな橙黄色 の 斑紋が あ る．

　　 （図 2a ＞…・・………・……………・・…・……………・・・……・……・ウ ズ キ イ エ バ エ モ ドキ Melinda 　Pusilla
2b． 下覆片上面に 直立毛を備え る ；胸部 は金属光沢 な く，腹部 は暗青色 で 鈍 い 金属光 沢が あ る．　……3

3a． 中胸盾板 の 前方 に 太 く明瞭な黒色正 中縦条 が あ り，そ の 両側 に
一

対 の 細 い 亜正中縦条が あ る （図

　　 3a−1）；♂ の 腹部第 5 背板 の 先に，大 きく膨隆 した第 1，2 生殖背板が あ り，第 2 生殖背板が 腹面に 密

　　 着 した状態で は突起 は な い よ うに みえ る （図 3a−2），第 2 生殖背板を後下方 に引出す と， 図 3a−3 に

　　 示 したよ うな突起が 見え る． ♂ の 複眼 は 明 らか に 左 右離れ て お り，複眼間は頭幅 の 13〜15％ （図

　　 3a−4），♀で は 34〜36％ で 頭幅 の 1／3 よ り僅か に広 い （図 3a−5）．内方の 横溝前剛刺毛 は な い （図

　　 3a −1）．・…・…………………………・…一 ……・……・……………ケ ブ カ ク ロ バ エ Aldrichina　grahami
3b． 中胸盾板の 前方に止 中縦条はな く，　対 の 細 く，時 に不明瞭な亜正中縦条が あ る （図 3b）；♂ の 第 1

，

　　 2 生殖背板は小さ く， 通常の状態で は フ タオ ク ロ バ エ の 第 2 生殖背板以 外は，あ まり良 く見え な い ．

　 　
’t’’’”一’’’’’’’”■’’’’”一一’’’’’’’’’’”噛’’’’”…’t’’’’’’’”ttt’t’’’’’’’’’’”−1’’’’’’”t−’’’’’’’’”…・・・・……・・一・…・…・・・…t4

4a． 内方 の 横溝前剛刺毛 はな い （図 3a−1）；下覆片 は淡褐色 ； ♂ の 第 5 背板の 先に第 2 生殖背板 の 二 叉

　　 した末端突起が明瞭に見え，そ の 前方 に複雑 な形 の 下方に 仲び る突起が あ る （図 4a）．♂ の 複眼 は

　　 明 らか に左右離れ て お り，複眼問は頭幅の 16％ 内外； ♀で は頭幅の 1／3 よ り明 らか に広 い ．……

　　
………………’”…’……’………’……………・・…・……

フ タ オ ク ロ バ エ TriceratoPyga　 c α 姫ρんo γo昭θs

4b． 横溝前剛刺毛 は内外共 にあ る （図 3b）；下覆片 は濃褐色 ； ♂ の 第 5 背板の 先の 生殖背板は第 1，2 共

　　 小さ く，通常の 状態で は 第 5 背板の 下面 に あ っ て 腹而か ら しか 見え な い （図 4b）； r．叉 した 2 対の

　　末端突起 は第 5 腹板 の 下 に 隠れ て 見え な い か ， 時に辛 う じ て み え る．♀の 複眼問 は頭幅の およそ 1／

　　 3 （図 5a−2；6a−2）．……・・……・・………・・…・…一 ……………………・…………・一 …・…………・…一 ・5

匚補足 説 明 ］

1．複眼 間 の 距離 は最 も狭 い 所 とす る，通常，♂ で は額 の 中央や や 上方，？で は頭頂 で 最 も狭 くな る，
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ケブ カク ロ バエ ♂

3a

3a−

ケブカ クロ バ エ ♀

　 　 　 （第2生殖背板を後方へ 引出 し

　　　　 陰茎 を露出さぜた図）

4b

末端

オオク ロ バ エ ♂ 腹部腹面

3

3b

ケブカク ロ バ

整 1趣濛
F：i：i瀛 転．

齟
・．．．

轄溝：憲 ざ
・
．． ・・ ．

・ ・　 ％
・

　 N
』tt・・　　　　　 ＼

オ オ ク ロ バ 工 中胸盾

S ：内 方の 横溝 前刺 毛

　 　 　　 　 　 　 　 未端突起

ケブカ クロ バ エ ♂ 腹部側面 （通常の吠態）

ケブカ ク ロバ エ ♂ 腹部側面

　 　 （末端突起を引出 した所）
未端突起腹面
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5a． 頬 は黄褐色 （図 5a−1，−2）； 前縁脈基部片は明褐色 　中胸気門 は橙黄色 ♂ の 複眼 問は頭幅 の 9〜

　　 10％ （図 5a−1）・・…一 …・・…・一 …………・・……・・…・……・・・・…ホ ホ ア カ ク ロ バ エ CalliPhorα vicin α

5b． 頬は黒灰色 （図 6a−1，2）；前縁脈基部片 は黒色．……………− t・………・…・……・……・……一 …・…6

6a， 中胸気門は橙黄色 （図 6a−3）；♂ の 複眼間 は甚だ狭 く頭幅の 3〜 4％ で
， 肉眼で は相接 して い るよ う

　　 に 見え る （図 6a−1）。…・・…・…・…一 …・………・・…………・……オ オ ク ロ バ エ CαlliPhora　nigrib αrbis

6b． 中胸気門は黒褐色 ； ♂ の 複眼間は頭幅 の 7％ 内外．………… ミヤ マ ク ロ バ エ CalliPhora　vomitori α

7a． 翅脈 R の 基幹部に刺毛 は な い （図 7a−1）；下覆片上肋部の前方 と後方に顕著な黒色の 刺毛群が あ る

　　（図 7a−2）．翅下隆起 に刺毛 はな い ；

．
ド覆片上面 に 毛 は な い （図 7a・2）．中胸下前側板 の 剛刺毛は 前

　　方に 2 本，後方に 1 本 （図 10a・1）．…・一 ………・………・・一 ・・……・…一 ……・……・………………8
7b． 翅脈 R の 基幹部の 後縁 に刺毛列が あ る （図 7b−1）；下覆片上肋部の後方の 刺毛群 は な い か，微弱で ，

　　微弱な毛が ある と きで も，そ の 上方 の 中胸盾板垂直部に あ る多数 の 黒色刺毛 に妨 げられ て ， よ く見

　　 え な い こ と が 多 い （図 7b−2）．…………・一 ………・……・……・・一 …・…・・…一 ・・………・・…………15

8a． 前縁脈基部片 は明る い褐色 （図 8a−1）；亜前縁脈基部片は微毛が ある の み で刺毛 は な い （図 8a−2）．…

　　
’’’’”噛’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”°’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”一’’’’”9’9’9鹽’’’’”「…’’’’’’”9−・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一一・…　9

8b． 前縁脈基部片は黒 色か黒褐色 （図 8b −1）；亜前縁脈基部片 に 黒色 の 短 い 刺毛が あ る （図 8b−2）．…10

匚前ペ ージ の 補足説明 （続き）］

2 ウ ズ キ イ エ バ エ モ ドキ は，体長 5−・8mrr1 ，越冬 す る 成虫が 晩秋か ら初冬 に 人家周辺 に 群集を作 っ て ，所謂不快

害 虫 とな る もの で，通 常大 きな 害 は ない，北海道 か ら九州まで 分布 し，台湾か ら も記録が あ る．
3．頭部正面 の 図 は す べ て 額 の 広 さ を示 す た め の もの で，刺毛 全 部 と左 の 触角 を 省 い て あ る．
4． ケ ブ カ ク ロ バ エ は 前翅長 7〜10mm ，口 本全 土，東 ア ジ ア

， 東南 ア ジ ア，イ ン ドに 産 し，北米 か らも記録 が あ る

オ オ ク ロ バ エ と と もに 各地に 最 も普通 な種 で，巾胸盾板の 正中黒 条で 肉眼 で も識別で きる，松尾 ・上本 （1962〕に よ る

と，生育最適温 度帯 は 13〜20℃ で ，卵は数時問 で 孵化 し，幼虫 期 は 9〜16 日，蛹期は 15〜26 日．よ り高温 で は発育

速度 は 速まる が，死 亡 率が 増加 し，28℃ 以 上 で は 成虫 の 羽化に 至 らな い ．幼虫 は 汲 取便所 そ の 他 の 糞尿 溜 め ，厨芥，
動物死体 な ど に 発生 し，成虫 は こ れ らの ほ か，酢や 食品 の 匂い に 誘引 さ れ ，屋 内に 飛来侵入す る こ とが 多 く，汲 取 便所

に よ く産卵す る．平地で は春秋 に 多 い．

　5． フ タ オ ク ロ バ エ は ケ ブ カ ク ロ バ エ と同大，北海道 か ら九州 ま で と ， 東ア ジ ア の 温帯地方に 分布 して い る．
［こ の ペ ージの 補足説明］

　
L
　

ホ ホ ア カ ク ロ バ エ は 前翅長 7〜10、5mm ，通常 ケ ブ カ ク ロ バ エ よ り大型 の もの が 多 い．胸部背面 の 剛刺毛 は オ

オ ク ロ バ エ よ り も長 い．ヨ
ー

ロ
ッ ペ 北 ア メ 「丿力 に分布す る．1956 年，北海道 で 初 め て 発見 さ れ，そ の 後 1967 年青

森県で 見っ か り，現在 で は 中部本州 の 平地 に も普通 で あ るが，オ オ ク ロ バ エ の よ うに 多 くは な い．平地 に 夏季 で も見っ

か る．

　2．オ オ ク ロ バ エ は 前翅長 7〜13mm ，小型の 個体は 少な く，大抵 は 大型 で あ る．日本全 国 及 び 東 ア ジア に 産 す る．
ク 冂 バ ェ 類の 中で 最 も多 く，中部 日 本 で は 初春 よ り発生 ，春季 は平地 で 活 動 し，夏季 に 向か って 山地 に 移動 し，秋季再
び平地 に 戻 る．発生源な ど は ケ ブ カ ク ロ バ エ と大休同様で あ る．

　
3． ミヤ マ ク ロ バ エ は ホ ホ ア カ ク ロ バ エ と同大，北半球 に 広 く分布 し， 日 本 で は北 海 道 か ら ノL州 の 山地 帯 に 生息す

る．下後頭 （後頭の 下 端 で 頬の 後端）に 多数の 橙黄色 の 刺毛 を持 っ ．

　4．第 8 項 に 出 て くる 亜 前縁脈基部片 は翅 の 下面か らで な い と 見えな い．
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5a−1

ホ ホア カ ク ロ バ ェ ♂

5a− 2

ホホアカ クロ バ エ ♀

7a−2

オオ ク ロ バ エ

一

　隆起

8a−1

8b−1 ヒ ロ ズキン バ工 翅基 部前縁部

コ ガ ネキ ン バ 工 翅基 部前縁 部

COSR

6a−2

オオ ク ロ バ エ ♂

　 　 　 　

7a− 1

7b− 1

オオクロ バ ：匸 ♀

　 c

　 Se

齦
M

　 　翅 基 部 前縁 部

cScRlRs

鬧

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C
8a−2

　 　 　 　 　 So

　　 　　 Rl
　 　 　 　 Rs
　　 　　

　　　　
M

　　 　　ヒ ロ ズキ ン バ 工 翅 基部前 縁部 〔下 面）

c

ScRlRs

キ ン バ 工 翅基部 前縁部 （下 面
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9a． 頭頂刺毛の 下方の後頭に左右それ ぞれ 3〜 8 本の 刺毛が あ る （図 9a−1）；後胸腹板に刺毛があ る （図

　　 9a−2）；♂ の 単眼刺毛 は
一

対 （図 9a・3）．♂ の 複眼間は頭幅の 15％ 内外，♀は 39％ 内外 （図 9a−4）．…

　　
………”………°’…’……………°……’…………・・……… ヒ ロ ズキ ン バ エ Luciliα （Phaenicia）seric αta

gb． 頭頂刺毛の 下方の後頭の 刺毛 は 1 本の み （図 9b−1）；後胸腹板に 刺毛 は な い ； ♂ は 2 対 の 単眼刺毛

　　 を持つ （図 9b−3）．♂ の 複眼間は頭幅 の 20〜25％，♀は ヒ ロ ズ キ ン バ エ と同様 ………………・…一

　　
…・……・………・・…・……………・………・…・…………・…ヒ ッ ジ キ ン バ ェ Lucigia（Phaenicia）CUPrina

10a． 中胸下側背板に多数 の 黒色の 細い 直立刺毛が あ る （図 10a・1）．腹部の 第 2 背板 の 大部分 と，第 3，4

　　　背板 の 後縁は黒色又は濃紺色 （図 10a−2）． ・・一 … トウ キ ョ ウ キ ン バ エ Hemipyrellia 　ligurn
’
ensis

10b，中胸下側背板 に刺毛 はな く， 通常微毛が密生 して い る． …………・・……・…………一 ・…・・…・− ll

11a．腹部第 2 背板 の 大部分 と，第 3，4 背板 の 後縁 は黒色又 は濃紺色． ・…………・・…・・t…………・……・・

　　　
…・・……………・・………………・・…………・・……tt・……………・… ミヤ マ キ ン バ エ Luciliα　PaPuensis

llb．腹部背板は全体同色で 黒帯 乂 は濃紺色帯はな い ， ・……・・…・…一 ・一 ……一 ……・………・…一 ・12

12a． 脛節 （時に付節も） は褐色 ；前縁脈基部片は黒褐色．・……・・
ス ネ ア カ キ ン バ エ Lucilia　porphyrina

12b．脛節，付節 と前縁脈基部片 は黒色． ………・……一 ・一 …………・…・一 一 …………・……・…・…・13

13a． ♂ の 複眼間 は僅か広 く，側額刺毛列は 単眼刺毛の あ る所 まで 連続 して い る （図 13a−L　2）； ♀の 複

　　　眼間 もよ り広 く，頭幅の 34〜35％ で ，複眼 1個 の 幅よ りも僅か に広 い ，♂ の 第 2 生殖背板は 中型

　　　で 金属的緑色，第 5 背板の 下に 明瞭 に見え る （図 13a・3，4）．…… ミ ド リキ ン バ エ Lucilia　illustn
’
s

13b，♂ の 複眼間は甚だ狭 く，肉眼 で は相接 して い る よ うに 見え，側額刺毛列は上 方で 単眼域の手前で 終

　　　わ っ て お り，単眼刺毛の あ る所ま で続 い て い な い （図 13b −1，2）； ♀の 複眼問は よ り狭く， 頭幅 の

　　　27〜32％ で ，複眼 1 個の 幅よ りも狭い ．・……………・…・・…・……………・………・………・・………14

L補足説明］

　 1、 ヒ ロ ズ キ ン バ エ は前翅長 6〜7、5mm ，全世界 に 分布 し，日本全国 に 普通 で あ る．ヒ ッ ジキ ン バ エ と と 毛、 に，オー

ス トラ リア や ア フ リカ で は ヒ ツ ジ の 外部寄生 虫 と して 知 られ るが，目本で は そ の よ うな こ と は ない ．

　 2． ヒ ッ ジキ ン バ エ は ヒ ロ ズ キ ン バ エ と同大，ア フ リカ原 産 で，ほ ぱ 全 世 界 に 広が り，日本で は本州か ら琉球 まで 分

布す る．ヒ ロ ズ キ ン バ エ よ り少 な く，屋内害虫 と して の 重要度も，よ り低 い．

　3． トウ キ ョ ウキ ン バ エ は 前翅長 5，5〜7　mm ，本州 か ら琉球 ま で と，イ ン ド，東南 ア ジ ア，オ
ーX ト ラ リア ，南 太 平

洋諸島に い る．市街地 に 多 い ．中胸下側背板の 刺 毛 の 有無を 調べ る に B．，翅を除去した方が 良 い．

　4．　ミ ヤ マ キ ン バ エ は 前翅 長 7〜8mm ，分布 は ト ウ キ ョ ウ キ ン バ エ とほ ぼ同じ．名前 と異 な り平地 に も多 い ．屋 内

害虫 と して の 重 要度 は 低 い．

　5， ス ネ ア カ キ ン バ エ は 前翅長 6．5〜8mrn ，本州か ら琉球 まで と，イ ン ド， 東南 ア ジア ，オ
ー

ス トラ リア に 分布す

る、紫 色 の もの が 比 較的多い ，♀は屋内に飛来侵入す る．

　6． ミ ド リキ ン バ エ は 前翅長 5〜8mm ，北海道 か ら九州まで と，北半球に 広 く分布す る．♂ の 第 2 生 殖背板 の 金属

光沢 は キ ン バ エ に 比 しや や 弱 い 、♀ で は外部形 態 だ け で は キ ン バ エ
，

コ ガ ネ キ ン バ エ と区別 で き な い 個体もある．市街

地 で は キ ン バ エ 属 の 中で は 最 も多 い ．金属光沢 の 色合 い に は，同種内 で も変化が あ る．
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14a． ♂ の 腹部第 5 背板 の 下 に，大 きく膨隆した金属的緑色の 第 2 生殖背板が見え る （図 14a−1，2）、…

　　　
……’…………”……”…………’…………’…………………………………・・

キ ン バ エ Lucitia　 caesar

14b． ♂ の 第 2 生殖背板は黒褐色で小 さ く， 通常の 状態で はあ ま り良 く見えな い （図 14b−1，2）．（＋ ン バ

　　　
エ と コ ガ ネ キ ン バ エ の ♀は，外部形態 か ら は区別 で きな い ．）……… コ ガ ネ キ ン バ エ Lucilia　amPullacea

15a， 下覆片の 上 面に多 くの 毛を備え る ；翅下隆起に 多数 の 直立 した刺毛 が あ る （図 7b−2）．中胸下前側

　　　板の 剛刺毛 は前方後方と も 1 本ず っ ．（図 15a）…・……・…・・………………・……………・…………16
15a， 下覆片の 上面に毛 は な い ；翅下隆起は微毛を持つ の み．中胸 ド前側板の 剛刺毛 は前方 1〜2 本，後

　　　方 1 本． ……・…・………・…・……・………・・……………・…・………・……・…・・………・………・…＿＿18

16a ． 頬は橙黄色で 同色の 毛で 覆われ る （図 16a）．中胸気門は黒褐色．…一 ………一 ・…・…・・……・…・・

　　　
’……………’…甲……………”…’…’………’’”…’……………オ ビ キ ン バ エ Chrysomya 　meg αcePhaga

16b．頬 は黒褐色，光線 の 方向に よ り白 っ ぼ く見え る こ と もあ る （図 16b）．…・………一 …・…・……− 17

17a． 頬は褐色の 毛で覆わ れ る ； 中胸気門黒褐色 〔図 15a），・…………一 …・・……・…………・・………．一．．

　　　
………・・………・……………・一 ・・………・………・………

ホホ グ ロ オ ビ キ ン バ エ Chrysomyα pinguis
17b，頬は 白色 の 毛で 覆われ る ； 中胸気門白色 ．……………ホ ポ ジロ オ ビ キ ン バ エ Chtrysomyα　rufifacies

18a． 中胸気門は橙黄色；前縁脈基部片は明 る い 褐色 ；通常金属的暗緑色で，背面 は他 の 種 と同様 に適度

　　　に隆起 して い る．………………・・……………・…・・…・……………・・…・ク ロ キ ン バ エ Phorm ・ia　regina
l8b． 中胸気門は黒 色又 は黒褐色 ；前縁脈基部片は黒 褐色 ；通常金属的暗青色で ，背面 は や や平 た い ．…

　　　
＿．．＿＿＿＿＿．．＿＿．．．＿＿．…・t………・………・…………ル リキ ン バ エ ProtoPhormia　 terraenovae

「補足説明 」

　 L　キ ン バ ェ は前翅長 5．5〜9mnl ，北海道 か ら九州まで と，東 ア ジ ア か ら ヨ
ー

ロ ッ パ の 温帯地方 に 広 く分布す る．
住宅地 に 隣接 した 雑木林 な ど に 多い が，市街地内部 に は あ ま りい な い とい わ れ る．本種 と コ ガ ネ キ ン バ エ の 旦 は，産卵

管の 慕部を な す 第 6 腹節 の 腹 板 が t 前者で は 後方太 く前方に 細 ま って い る の に 対 し．後者で は楕円形で ある の で 区別

で きる．乾燥 した 標本 で は軟化 して 産卵管 を摘出して調べ な け れ ば な らな い．

　2． コ ガ ネ キ ン バ r一は 前翅長 5〜9mrn ，北海道 か ら九 州 まで と，イ ン ド，オ ース ト ラ リ ア，ヨ
ー

ロ
ッ

パ
， ア ル ジ ェ リ

ア か ら記 録 が あ る． ミ ド リキ ン バ エ と と も に 平地に 最 も多 い 種で あ る．

　3．オ ビ キ ン バ ェ 類 （C 切 50 觸 yα 〉は
一

見 キ ン バ エ 類 〔Lucitia，　HemiPyretl・iα ）に 似 て い る が ，分類学上 は別の 亜科 に

属す る．検索表 に 示 した 諸特澂 の ほ か に ，中 胸 盾板 の 列 を な す 剛刺毛が 短 く，表面全体 に 生 え て い る短刺毛が 顕著 に 密

で ，側面か ら見 た時，剛刺毛が 短刺毛 の 甲 に 埋 没 して 良 く見え な い．

　4．オ ビ キ ン バ エ は前翅長 7〜10mm ，琉球列島を含む ア ジア とオー
ス ト ラ リア の 熱帯に 分 布 し，人 間 の 牛 活環 境

に 極 め て 多い ，盛 夏 の 候 に 中部本州 まで 北 上 し 9 月頃 まで 見 られ るが，そ の 他の 時期 に は い な い．

　5， ホ ホ グ ロ オ ビ キ ン バ エ は前翅長 5．5〜9，5rnm ，本州か ら琉球 まで と，東南 ア ジ ア に 分布 す る．人冢 周辺 の 雑 木

林な ど に 舂季 か ら多 い，次種 と と もに 屋 内害虫 と して の 重要度は 低 い．

　6． ホ ホ ジ ロ オ ビ キ ン バ ェ は 上記 2 種 とほ ぼ 同大，琉球列島を含む東南 ア ジ ア と オー
ス ト ラ リア に産す る．

　7． ク ロ キ ン バ エ は体長 6〜10　mm ，北海道 と木州 に 産 し，そ の 他北半球 の 温帯北部 に 分布す る，

　8， ル リキ ン バ
＝ は 体長 6〜11mm ，分布 は 前種 と 同様 で あ る が ，本 州 で は東北地方北部に 限 られ る．

　9．幼虫は ケ ブ カ ク ロ バ エ と ヒ ロ ズ キ ン バ エ の 2 例を 図示す る に止 め た．〔図 Ct ．2〕
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1

　　　　　キンバ エ ♂

14b− 1
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　　　：コガネ キ ンバエ ♂

オ ビキ ンバ エ ♀ ホホグロ オビキ ンバ エ ♀

C1

前気門

　　　　　　　頭咽 頭骨格 　　　　　 後 気 門
全 形側 面

ケブカ ク ロ バ エ 3 令幼虫 （Kano ＆ Sato　1951 ）

C2

前 気門

　　　 頭 咽 頭骨 格 　　　　　後気門

全 形 側面

　　ヒ ロ ズキ ン バ エ 3 令 幼 虫 （Smith 　1989 ）
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［9］　ニ クバ エ 科

　日本で は，本科は 4亜科，100 種以上が知 られて い るが ， 人の 生活環境 に発生源を持ち，或い は屋内に

飛来侵入 して 食物な ど に た か る屋内害虫と做され る も の は ，少な くとも中部 日本の 平地で は 5 種類 で ，
い ず れ も ＝ ク バ エ 属 に属す る．こ の 属は ， 多数 の 属に分割する説 もあ るが ， そ の 識別点 は微妙難解で 分類

学者 の 間で も異論が あ り，1属 とする説 も有力で ある．害虫防除の 立場か ら は 1属 と して 閤題 は な い と考

え られ る．

　
ニ クバ エ 属 の 種 は，全体灰色で ，胸背に明瞭な太い 3 木の 黒色縦条が あ り，腹背は黒色 と灰色 の 市松模

様を描 く （図 Sl）．こ れ らの 斑紋は光線の 方向に よ り黒灰が逆転す る，♂ の 腹眼間はか な り広い が ♀よ り

は狭 い．触角棘毛は 明瞭に羽状．翅 の 前縁脈基部片 は黄白色．覆片 は ヒ下と も白っ ぽ い．中胸下前側板の

剛刺毛は 3 本で 前縁 に沿 い 大体横
一

列に 並ぶ． 肢は強太 で褥板が大 き い． 後肢基節 の 後面 に刺毛を備え

る．♂ の 第 6 背板は退化 し， 第 7，8 背板 は融合 して第 1 生殖背板 とな り，第 9背板で あ る球形 の 第 2 生

殖背板 に強太 な二 叉 した末端突起 （内鋏子）を具え る。乾燥 し た状態 で は ， 第 2 生殖背板 は良 く見え るが

（図 S10）， 末端突起は腹面 に 密着 し，又，そ の辺 に は剛刺毛が多数あ る の で 見え に くい こ とが多 い ．外観
の 似た もの は ヤ ド リバ エ 科 など に あ り，中胸側背板の 剛刺毛 が 4 本 （通常 2 本は短い ）で あ ると い うニ ク

バ エ 科 の 特徴 の 確認 を怠 らな い こ とで ある．

　 こ こ で 取 扱 う 5 種は生態 も ほ ぼ 同 じで あ っ て ，汲取便所そ の 他 の 屎尿槽，動物死体，厨芥，糞な ど に 集

まり，こ れ らか ら発生 す る．ニ ク バ エ 類は卵胎生で第 1齢幼虫を産む．こ れ ら幼虫が ，耳孔，眼 瞼，鼻腔 ，

尿路 ， 膣 ， 外傷部 な ど に 発生 し蝿幼虫症 を起 こす こ とが あるが，衛生水準 の 高 い 日本 で は稀で あ る．セ ン

チ ニ ク バ エ の 生育に適 した温度帯は，武衛，ほか （1978）に よ る と，20〜30℃ で，幼虫期間 5〜10 日，蛹

期間 8〜17 日， 成虫♀は羽化後 1〜2 週間で産仔する．産仔回数は 1〜2 回で ， 1 回の産仔数は 30〜60，
1♀ の 総産仔数 はお よ そ 50〜100で あ り ， イ エ バ エ な ど に比 べ る と，かな り少な い ．

　こ の 属の 種 は い ずれ も形態的に は非常に 良 く似 て お り， 外部形態で 識別 で きる種は甚だ少な い． 同定

は通常 ， ♂ は複雑な構造の 陰茎 ♀は見に くい腹端の形態に よ らな けれ ば な らず，理解の 容易 な検索表 を

作る こ と は困難 な の で ， 屋 内害虫 と して 重要と思われ る 5 種に っ い て 簡単に解説す る に止め る． ♂ の 陰
茎 は参考 の た め に図 の み を示 して お く．♀ の 腹端の 形態 に つ い て は，第 5 節か ら切断 し，苛性カ リ処理 に

よ り内臓を除去 して 検鏡す る の を原則 とす る が ， 乾燥 した 標本で も第 6 腹板以降が 良 く見え れば同定 で

きる．尾角 は乾燥 した慓本 で は，周辺 の 軟質部が 収縮す るか ら左右が接 して
一

っ に見え る こ とが多い．な

お ， ♀の 腹端の 図で は，第 5，6 背板の縁 に沿 っ て生え て い る剛刺毛及びそ の 他の 小刺毛は省略 して あ る．

　以下 に 取 り上 げた 5 種は い ず れ も大体同大 ， 前翅長 6〜10mm 位で 各種と も変異が大 きい ．

　 L　セ ン チ ニ クバ エ （雪隠肉蝿）S α rcophag α peregrin α （図 S1 ，2，3，6，8，11，13，18，23）

　複眼間 は 他種 よ り狭 く，f で 頭幅 の 20％ 内外 （図 S2），♀で 28 ％ 内外 （図 S3），しか し最 も広 い 個体は 他種 の 最

も狭 い 個体 と 区別 で き な い．♂ の 外頭頂刺毛 は，複眼後縁 に 沿 っ て 列生す る 後頭刺毛 の 最大の （，の と同 大 か や や 長 い

（図 S6）．♂ の 後肢脛節 に長刺毛 は な い （図 S8）．♂ の 第 2 生殖背板は 黒色で ，そ の 末端突起 は横 か ら見 て 先端 に 向か

い あ ま り狭 ま らず，最先端 は 小 さ く鋭 い 歯状突起 に 終 る （図 Sl3 ）．2 の 第 6 背板 は 膨隆せ ず，側面か らは 見え な い か，
見え て も僅か で あ る　（図 Sl ］）； そ の 後縁 も側部 と同様 に 硬化 して い る．第 6 背板 と 尾 角 と の 問 に 台形 の 硬皮板が あ

る，第 6腹板後縁に 4〜6 本 の 強 い 刺毛 を具 え，第 7 腹板 は褐色 後縁深く1．裂 し，左右先端そ れ ぞ れに 1〜2 本の や

や 強 い 刺毛 を 備え る （図 S18），幼虫 は 参考 の た め に図の み を示 した （図 S23）．便池に 発生 し，ニ クバ エ の 中 で は 屋 内

に 最 も多 く侵入す る種 で あ り，各地 に ご く普通 な種 で あ る が，汲取便所 の な くな った地 域で は 激減 した．Lか しゴ ミ置

場 な どに は 相変 わ らず 見 られ る．分布 は 口本全国 ， 東 ア ジ ア，イ ン ド，東南 ア ジ ア，オ
ー

ス ト ラ リア ，ニ ユ
ーギ ＝ ア ，
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南太平洋諸島，ハ ワ イ．

　2． シ リ ア カ ニ ク バ エ S α rcophaga 　crassipalpis （図 S14 ）

　触角 は 黒色．♂ の 後肢 脛節の 下面 に 長刺毛を備 え る．♂ の 第 1，2 生殖背板，♀の 腹部第 6 節以 降は 橙黄色 乃 至 赤褐

色で あるこ とで 識別容易で あ る，尾端 が 黄赤色 の 種 は，こ の ほ か，琉球列島 の ツ ノ ア カ ニ クバ エ と，北海道 ， 青森県 に

い る ヒ メ シ リア カ ニ クバ エ が あ る が，前者 は触角も黄赤色で ，後者 は小型 で ♂ の 後肢脛節 に 長刺毛が な い ，大型 の 個体

が 多 く，専 ら 市街地 に 発生 す る．セ ン チ ニ クバ エ と共 に 便池 を主な発生源 と し屋 内に 侵人す る こ との 多 い 種 で あ る が ，
同種以上 に滅 っ て い る よ うで あ る．FI本令国 の ほ か，殆 ど 世 界 中 に 分 布 す る．

　 3．ゲ ン 囗 クニ クバ ニ Sarcophaga α砺 側 ρs 〔図 S9，エO，15，19）

　複眼問 は♂ で 頭幅の 21〜26％，？で 29〜35％．♂ の 外頭頂刺毛 は 後頭 刺毛 と通 常同大で ある が，大 きい こ と もあ

る．頬 に は黄白色の 毛が 他種 よ り 多い．♂ の 後肢脛節の 下面 に 長刺毛 を備え る （図 S9 ）．♂ の 第 2 生殖背板 は 黒色 で ，
そ の末端突起 は横 か ら見て 先端部 で 急 に 狭 ま り鋭 く終 わ る　（図 S15）． ♀の 腹部第 6 背板は膨隆 せ ず，末端部 は膜質

で ，尾角との 問 に 細 い 骨片が あ る，第 6，7 腹板 は 後縁 に 6〜8本 の 強 い 刺毛 を 備え る．第 7 腹板 の 後方に はや や広 い 黄
褐色 の 軟質部が あ り，そ の ドに黒色の 硬化部 が あ る （図 S正9）．市街地 に も自然 界に も現 在で は 最 も多い よ うで あ る．
セ ン チ ニ ク バ ェ ほ ど 屋内に は入 って こ な い．口 本全国 の ほ か，旧 北区，東洋熱帯区，オー

ス ト ラ リ ア 区，ハ ワ イ な どに

広 く分布 す る．

　 4．ナ ミニ クバ エ Sarcoph αga 　simitis （［S〈］S16 ，22）

　複眼間 は ♂ で 頭 幅 の 2 正〜26％，？で 30％ 内外．♂ の 外頭頂刺毛 は後頭刺E と通常同大，♂ の 後肢脛節 の 下面 に 長

刺 皇を備え る．♂ の 第 2 生殖背阪 は黒色で，そ の 末端突起 は 横か ら見て ，先端に 向 か い 滑 らか な 曲 線で 次第 に 細 ま り

鋭 く終 わ る 〔図 S16 ）．♀ の 第 5 背板 末 端内側 は 黒色 第 6 背板は左右 の 切片 に 分れ ， 後縁は幅広 く黒色帯 と な り，尾

角 との 問 に は よ り短 い 黒色帯 と 細い 骨片が あ る．第 6 腹板後縁 に は 4〜8 本 の 強 い 刺毛 を 列生す る．第 7 腹 板 は 黒 色

で 基部両側 は 円形 に 隆起 し光沢が あ り，後縁 は 前方 に 深 く湾 入 し，先 端 に は 小刺毛 は あ る が 強 い 刺毛 は な い．そ の 後方

中央 に 縦長で 楕 円 形 の 小隆起 が あ り，続 い て や や 不 明瞭な硬化部 が あ る　〔図 S22），住宅地周辺 に 多 い が，屋 内 に は

入 って こ な い 様 で あ る，ti本全 国 の ほ か，旧 北区全域 に分布 す る．

　5． シ リグ ロ ニ クバ エ Sarcopohaga　metanara （図 S4，5，7，12，17，20，21）

　複眼 間 は ♂ で 頭 lll畠の 28％ 内外 （図 s4）、♀ で 37％ 内外 〔図 S5），他 の 種 に 比 べ 広 い．♂ の 外頭 頂 刺毛 は 後頭刺毛

よ り通常明 らか に 長大 で あ る （図 S7 ）．♂ の 後肢 脛 節下面 に 長刺毛 を備 え る．♂ の 第 1，2 生殖背板は黒色 で 強 い 光沢

が あ り，そ の 末端 突起 は 先端 に 向 か い 次第 に 細 ま る が，先端部 は や や急 に 前方 に 曲 る （図 Sl7）．♀の 第 6 背板 は 強 く

膨隆し側面か ら も良 く見え 〔図 Sl2）．そ の 後縁 は 非常 に 細 い が両側の 幅広い 部分 と 同様 に 硬化 して お り， 内縁後方 の

刺毛 は 比較的短 く太 い，第 6背板 と尾 角 との 間 は 黒褐色，第 6 腹板 は 黒褐色，両側部は隆起 し，後縁 に は大小不定 の 刺

毛 が あ る．第 7 腹板 は 黒色 後縁弧状 で 強い 刺毛は な い ．その 後方に 接 して，巾央 に 楕円形骨片を含む帯状の 硬化部が

あ る （図 S20 ，21）．住宅地周辺 に 見出 され る が ，ゲ ン ロ ク ： ク バ エ よ り少 な い ．目 本全国の ほ か ，旧 北区，新北区，
秉洋熱帯区に 分布す る，

　上 記 の 他 　平地 の 特に 海岸地方 に は ミセ ラ ニ ク バ エ S α rcoPhaga 　misera ，多少 と も山 ら しい 所 に は ッ シ マ ニ クバ ェ

Sα rcoPhaga 　tsushimae が 多い が，同定 の 必 要 な と きは F記の 書 を参照 さ れ た い ．
Kan 。・Fi・ld ＆ Shin・ n ・g ・・1967・Fauna 」・p ・ nica ，　Sarc・ ph ・gid・・．　Bi・9 ・・9 ・．　S。・．　J・pan ．・］68・PP，

　篠永　哲 ・林　晃史，1979，ハエ
ー
生態 と防除 文永堂，210 　pp，
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彩

シ リ グロ ニ ク バ エ ♂

シ リア カニ ク バ エ ♂

（Kano　＆　Shinonaga　l965）
　　 　　 〔改写 ）

S15

ゲン ロ クニ クバ エ ♂

セ ン チ ニ ク バ エ ♀

S16

ナミ ニ クバ エ ♂

ゲ ン 囗 ク ニ クバ エ ♀

第 5 腹板

S

　　 シ リグ ロ ニ ク バ エ ♀ （腹 面 ）

ナミ ニ クバ エ ♀

板

S23

シ リグ ロ ニ ク バ エ ♀ （後 面一腹面 上）

全 形側 面

頭 咽頭 骨 格

前気門

セ ン チ ニ ク バ エ 3 令幼虫

　 （Kano ＆ Sato　1951）

後気門
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［10］ そ の 他 の 科

　犀内害虫と さ れ て い て も　科 ま で 分か れば十分で 種ま で 同定する必要 の ない もの ， 被害が取る に 足 ら

な い か，稀で あ るか，産地が局地的 で あるかな ど で ， 重要度が比較的低く， 科別 の 種 の 同定法で 取 り上 げ

なか っ た もの に っ い て ， こ こ で まと め て 述べ る．

　 ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ 科 と タ マ バ エ 科は ， ユ ス リ カ科と同様 ， 異物混入 の 問題を起 こ すこ との 最 も多い

昆虫 で あるが ，
い ず れ も不特定多数 の種が，電灯に誘引され た り気流に乗 っ た り して ， 屋 内に侵入す るも

の で
， 通常は科 ま で の 同定で 十分で あ る．温室 や鉢植え の 腐葉上か ら発生す る こ と は あ る．

　
ニ セ ケ バ エ 科 は，日本で は ク ロ ッ ヤ ＝ セ ケ バ エ Scα妙 詔 η o 鰯 α と ナ ガ サ キ ニ セ ケ バ エ Scα  sθ 畑 ∫cゴー

Pes（本誌 22（2）：115，図 10a）の 2 種が知 られ て い る に 過 ぎな い ．こ の 2 種 の ほ か に も幾っ か の 種類が 屋

内外で 見 っ か る が，まだ研究 さ れ て い な い ．上 記 2 種 は各地 に普通で ，窓辺 な どで 良 く見っ か る．発生源

は，どの 種 も屋外の 糞や腐敗物で あ ると考え られ て い る．

　マ ドア ブ科は ， 日本か ら 3 種 の 記録が あ り， そ の 中の マ ドア ブ Scenopinus　fenestralisの幼虫は，屋内
で 建材，家具，衣類 絨緞，貯蔵食品を食害する昆虫類 を捕食す る益虫で あ る．幼虫 は甚だ細長 く，体表

に は突起が な く，頭胸部と腹部末端節以外 に は 目立 っ 毛 もな い ．頭部 は明瞭で 濃色 ， 胸部は 3 節，腹部第

1〜7 節はそれぞ れ前後に 二 分 し，第 8節は三分 し， 腹部 は全部で 17 節あ る よう に 見え る，双気門式で ，

前気門は胸部第 1節に ， 後気門は 見か け上 の 第 14 腹節 （真 の 第 7 節）の 側面に あ る．成虫は 前翅長 3．5
〜5mm ，体長 4〜6　mm ，窓辺で 見 っ か る こ とが多 い ．　 H 本で は少な い．

　チ
ーズ バ エ 科の チ ーズ バ エ PioPhiiα casei は，欧米で はチ

ーズ や ハ ム な どの 食品害虫と して 有名で 普

通 らしい が，円本で は輸入 の 皮革や食品に 見 つ か る こ とが あ る程度で ， 定着 して い る か 疑わ しい ．幼虫 は

高 さ 15〜20cm ，水平距離 25　cm も跳躍す る．チ ビ チ
ーズ バ エ Piophilα latipesは雑木林な ど に生息 し

て い るが， チ ェ コ ス ロ バ キ ア で 屠殺場で捕れ た こ とが あ る と い う． こ の 科 の 幼虫は 一般に やや乾燥 して

ミイ ラ化 した よ うな，古 い 動物死体に 発生 する．

　
ハ マ ベ バ エ 科は

， 日本で は只一種 ハ マ ベ バ エ Co¢ ゆ α 画 g昭 α が知 られ て い るだ け で ， こ の 種 は前翅長
3．3〜5，5mm ，肢が不釣合 い に 強太 で 剛毛が多い ．全北区に広 く分布 し，日本で は 北海道か ら九州 ま で い

る．海岸 に 打ち上げ られた海藻に発生 し，風 に乗 っ て 市街地 まで 飛来 し，又，電灯 に 誘引され る．イ ギ リ

ス の 時計工場 で機械 の 洗浄 に 使 う ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン に 誘引 され大量に 飛来 し，作業困難を来 した と い

う例が ある．日本で は，香川 県坂出市の BHC 製造工場に大挙飛来 し問題 とな っ た こ とがあ る．

　トゲ ハ ネ バ エ 科で は， セ ン チ トゲ ハ ネ バ ェ Orbellia　toleyoensis とチ ャ
バ ネ トゲ ・ ・ ネ バ ェ TePhrocla一

窺 y∫ ∫α加 雇cα が晩秋か ら早春 に か けて 屋内で 見 られ る．前者は体長 に比 し翅が長 い．北海道 に は後者 に

近似 の キ バ ラ トゲ ハ ネバ ェ TePhroclanzys　rufiventris が い る．い ずれ も糞や便池な どか ら発生する と考
え られる．

　
ハ ヤ ト ビ バ エ 科 は食品関係 の 産業廃棄物で 大発生する こ と が あ る，動物質，植物質共 ， 腐敗或 い は 発酵

した もの に発生す る．岡山県で 蠣殻 に大発生 し た セ ト ウチ ハ ヤ ト ビ バ エ Thorα cochaeta 　」
’
ohnsoni の 報告

があ る．筆者 は不法投棄され た 漬物工 場 の廃棄物で 大発生 した例 を実見 したが、5〜6 種が含 まれ て い た．
こ の よ うな場合は ， 科を確認で きれば対応可能と思 われ る．食品か らで はな く大発生 した例 に

， 東京湾羽

田沖の 埋立中の 土地 に ，ハ マ ベ ハ ヤ ト ビバ エ LePtocera　fusciPennisが 多量 に 発生 した こ とが あるが，埋

立完了 とと もに終息 した ．シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 科 は，一般家庭で は糠味噌に 発生する．ク ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ

ェ DrOSOPhilα　virilisが ビー
ル 工場で ビール の残液に大発生 した例が ある． こ の 科の 多 くの 種が，発酵物

に誘引され幼虫もそれ らに 発生す る の で ，条件次第で
一

時的に害虫化す る可能性が ある と考え られ る．
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「屋内害虫の 同定法 （2）双翅 目の 科の 検索表」

　　（本誌 22 巻 2 号 ，
2000） の 一部訂正

上記報文 の ハ マ ベ バ エ の 検索表の 記述 と図に不備が あ っ た の で
， p，128 の 検索表を下記 の よ う に訂正

し， p．129 の 図を改 め た もの を次 ペ ージ に示す，

37a． 亜前縁脈 Sc は完全か殆 ど完全で ， 前縁脈 C に 合流す るか ，
そ の 直前 に 達 し， 径脈 R に合流す る こ

　　　とはな い ．（図 37a）……一 …・・…一 …一 ……・…・……………・…………………・一 ・・……………38

37b．亜前縁脈 Sc は不完全で前縁脈 C に達せ ず ， しば しば径脈 R に合流する．（図 37b）……一 …・・48

38a．前縁脈 C は亜前縁脈 Sc の 合流点で 切れ る こ とは な い．（図 38a） ……一…・・……一 ………・……39

38b．前縁脈 c は亜前縁脈 sc の 合流点に
“
切れ目

”
を持つ ．（図 38b，　i） ……・…・…・・……………・− 44

39a． 後胸気門は下縁に 1〜数本 の 刺毛を具え る （図 39a−1）．頭部 はほぼ球状 ；腹部 は第 1 節と第 2 節

　　　との 問で 多少括れ て い る ；小腮肢は しば しば痕跡的．体に光沢が あ り，小型 の ア リに 似た形の ハ エ

　　　で （図 39a−2）， 翅 の 先端近 くに小黒斑を持っ もの が 多い ，（図 38a） …
ッ ヤ ホ ソ バ エ 科 Sepsidae

39b．後胸気門に刺毛はな い ．体型 は ア リに似て い な い．小腮肢 は普通． …・…一 ……・……………・・40

40a． 額，中胸盾板及び小盾板は 顕著に平 た い ．盾板は強い 短 い 刺毛で覆 われ て い る．肢は甚だ強太で ，

　　　付節第 5節は三角形で 他 の 節よ り幅広い． 中胸下前側板は 後方に 3本の 剛刺毛を具え る．中胸下

　　　前側板， 肢，腹部に は 目立 っ て 強 い 刺毛が多 い ，沿海地方 に い る．（図 40a） …………・・一 ………

　　　……’…’………”…’……………・…一 …………・・………・………・・一 ・…一 ハ マ ベ バ エ 科 Coelopidae

40b．少 な くと も中胸盾板 は凸隆 して お り，通常の 小刺毛 を具え る．肢 は普通 で ，付節第 5 節 は四角形 か

　　　円筒形，他 の 節 と同幅か 狭 い 。中胸下前側板 の 少な くとも上半部 に は 際立 っ て 強い刺毛は な い か ，

　　　あ っ て も 2 本．肢 と腹部には強 い刺毛 はな い か，あ っ て も少な い ． ・・……………・……・一 ・……41

41a．全肢共，脛節 の 背面亜端刺毛 は な い ；♀の 腹部第 6 節 は小さ い か 退化 し ， 第 7 節 は三 角形で 背腹 に

　　　扁平，先端に 産卵管を具え て い る （図 41a）．小型 〜 中型の ハ エ で ，体 に 金属光沢 ，翅 に 斑紋を持 っ

　　　て い る こ とが多い （図 36b）．口窩は大 き い ． ・………・・…・・…・… ヒ ロ ク チ バ エ 科 Platystolnatidae

41b ．少な くとも 1 肢 は脛節背面 に亜端刺毛 を持 っ て い る．（図 41b）………・・……一 ・…………・…・…42

42a．単眼後刺毛は収斂し （先端 に 向か い 互 い に近づ く），交叉する こ と も多 い （図 42a）．小型〜中型 の

　　　ずん ぐりした ハ エ で ，翅 は斑紋を持 っ か ， 黄色味を帯びる こ とが多い ．　
…………・…・……・………

　　　………・…………………・………・・…・………・…・………・……・…・………・…・
シ マ バ エ 科 Lauxaniidae

42b．単眼後刺毛は な い か ， 左右平行か，発散する （先端 に 向か い 互い に 隔たる）．（図 42b ） ………43
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